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京
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携
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員
、
設
備
及
び
運
営
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に
関

す
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規
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一
部
を
改
正
す
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規
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○
難
病
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患
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に
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す
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す
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す
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企
画
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示

○
平
成
元
年
東
京
都
告
示
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三
百
四
十
一
号
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東
京
都
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す
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立
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す
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…
…
…
…
…
…
…
��

○
都
立
学
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等
に
勤
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す
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勤
講
師
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す
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部
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改
正
す
る
規
則
…
…
…
…
…
…
…
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○
学
校
職
員
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給
与
に
関
す
る
条
例
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
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○
へ
き
地
手
当
等
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
��

○
学
校
職
員
の
勤
勉
手
当
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
��

○
東
京
都
公
立
学
校
等
職
員
の
標
準
職
務
遂
行
能
力
を
定
め
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
…
…
��

訓

令
（
教
）

○
東
京
都
教
育
委
員
会
デ
ジ
タ
ル
サ
ー
ビ
ス
開
発
・
運
用
規
程
の
一
部
改
正
…
…
…
…
…
…
…
…
…
��

○
東
京
都
教
育
庁
等
職
員
の
標
準
職
務
遂
行
能
力
を
定
め
る
規
程
の
一
部
改
正
…
…
…
…
…
…
…
…
��

○
東
京
都
教
育
委
員
会
安
全
衛
生
管
理
者
等
設
置
規
程
の
一
部
改
正
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
��

○
東
京
都
教
育
委
員
会
労
働
安
全
衛
生
保
護
具
措
置
規
程
の
一
部
改
正
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
��

○
東
京
都
立
学
校
労
働
安
全
衛
生
保
護
具
措
置
規
程
の
一
部
改
正
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
��

○
東
京
都
立
学
校
安
全
衛
生
組
織
等
設
置
規
程
の
一
部
改
正
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
��

○
東
京
都
立
学
校
の
経
営
企
画
室
に
関
す
る
規
程
の
一
部
改
正
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
��

告

示
（
教
）

○
東
京
都
公
立
小
学
校
、
中
学
校
、
義
務
教
育
学
校
及
び
中
等
教
育
学
校
前
期
課
程
の
学
級
編

制
基
準
（
昭
和
四
十
五
年
東
京
都
教
育
委
員
会
告
示
第
十
三
号
）
の
一
部
改
正
…
…
…
…
…
…
…
��

規

則

東
京
都
が
設
立
す
る
公
立
大
学
法
人
の
業
務
運
営
並
び
に
財
務
及
び
会
計
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を

改
正
す
る
規
則
を
公
布
す
る
。

令
和
六
年
三
月
二
十
九
日

東
京
都
知
事

小

池

百
合
子

◉
東
京
都
規
則
第
百
五
号

東
京
都
が
設
立
す
る
公
立
大
学
法
人
の
業
務
運
営
並
び
に
財
務
及
び
会
計
に
関
す
る
規

則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

東
京
都
が
設
立
す
る
公
立
大
学
法
人
の
業
務
運
営
並
び
に
財
務
及
び
会
計
に
関
す
る
規
則
（
平
成
十

七
年
東
京
都
規
則
第
七
十
四
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
五
条
か
ら
第
八
条
ま
で
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

第
五
条
か
ら
第
八
条
ま
で

削
除

第
十
八
条
の
二
中
「
当
該
報
告
書
が
次
の
各
号
に
掲
げ
る
報
告
書
の
い
ず
れ
に
該
当
す
る
か
に
応
じ
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当
該
各
号
に
定
め
る
」
を
「
中
期
計
画
に
定
め
た
」
に
改
め
、
同
条
各
号
を
削
る
。

第
二
十
一
条
中
「
法
第
二
十
七
条
第
一
項
前
段
に
規
定
す
る
年
度
計
画
を
届
け
出
た
後
」
を
「
事
業

年
度
の
開
始
後
、
」
に
改
め
る
。

附

則

こ
の
規
則
は
、
令
和
六
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

東
京
都
都
税
条
例
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
公
布
す
る
。

令
和
六
年
三
月
二
十
九
日

東
京
都
知
事

小

池

百
合
子

◉
東
京
都
規
則
第
百
六
号

東
京
都
都
税
条
例
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

東
京
都
都
税
条
例
施
行
規
則
（
昭
和
二
十
五
年
東
京
都
規
則
第
百
二
十
六
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う

に
改
正
す
る
。

第
五
条
第
一
項
を
削
り
、
同
条
第
二
項
中
「
収
納
の
」
を
「
収
納
に
関
す
る
」
に
、
「
地
方
自
治
法

施
行
令
第
百
五
十
八
条
の
二
第
一
項
」
を
「
地
方
自
治
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
六
十
七
号
）
第
二

百
四
十
三
条
の
二
第
一
項
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
と
す
る
。

第
十
四
条
中
「
及
び
福
島
国
際
研
究
教
育
機
構
」
を
「
、
福
島
国
際
研
究
教
育
機
構
及
び
国
立
健
康

危
機
管
理
研
究
機
構
」
に
改
め
、
「
福
島
国
際
研
究
教
育
機
構
以
外
の
者
が
使
用
し
て
い
る
固
定
資
産

で
な
い
こ
と
」
の
下
に
「
、
国
立
健
康
危
機
管
理
研
究
機
構
に
あ
つ
て
は
国
立
健
康
危
機
管
理
研
究
機

構
以
外
の
者
が
使
用
し
て
い
る
固
定
資
産
で
な
い
こ
と
」
を
加
え
、
同
条
第
五
号
中
「
若
し
く
は
福
島

国
際
研
究
教
育
機
構
」
を
「
、
福
島
国
際
研
究
教
育
機
構
若
し
く
は
国
立
健
康
危
機
管
理
研
究
機
構
」

に
改
め
る
。

第
二
十
九
条
の
四
第
二
号
中
「
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
六
十
七
号
）
」
を
削
る
。

別
記
第
二
十
五
号
様
式
、
第
二
十
五
号
の
二
様
式
、
第
五
十
一
号
様
式
及
び
第
百
四
十
一
号
の
四
様

式
中
「㊞

」
を
削
る
。

附

則

１

こ
の
規
則
は
、
令
和
六
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、
第
十
四
条
の
改
正
規
定
は
、
国

立
健
康
危
機
管
理
研
究
機
構
法
（
令
和
五
年
法
律
第
四
十
六
号
）
の
施
行
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

２

地
方
自
治
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
令
和
五
年
法
律
第
十
九
号
）
附
則
第
二
条
第
三
項
の
規

定
に
よ
り
、
知
事
が
同
項
に
規
定
す
る
従
前
の
公
金
事
務
を
行
わ
せ
る
こ
と
と
し
た
者
（
同
法
に
よ

る
改
正
後
の
地
方
自
治
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
六
十
七
号
）
第
二
百
四
十
三
条
の
二
第
一
項
の

規
定
に
よ
る
指
定
を
受
け
た
者
を
除
く
。
）
が
収
納
す
る
都
税
に
つ
い
て
は
、
こ
の
規
則
（
前
項
た

だ
し
書
に
規
定
す
る
改
正
規
定
を
除
く
。
以
下
同
じ
。
）
に
よ
る
改
正
後
の
東
京
都
都
税
条
例
施
行

規
則
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
令
和
八
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
の
間
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

３

こ
の
規
則
の
施
行
の
際
、
こ
の
規
則
に
よ
る
改
正
前
の
東
京
都
都
税
条
例
施
行
規
則
別
記
第
二
十

五
号
様
式
、
第
二
十
五
号
の
二
様
式
、
第
五
十
一
号
様
式
及
び
第
百
四
十
一
号
の
四
様
式
に
よ
る
用

紙
で
、
現
に
残
存
す
る
も
の
は
、
所
要
の
修
正
を
加
え
、
な
お
使
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

東
京
都
児
童
福
祉
施
設
の
設
備
及
び
運
営
の
基
準
に
関
す
る
条
例
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規

則
を
公
布
す
る
。

令
和
六
年
三
月
二
十
九
日

東
京
都
知
事

小

池

百
合
子

◉
東
京
都
規
則
第
百
七
号

東
京
都
児
童
福
祉
施
設
の
設
備
及
び
運
営
の
基
準
に
関
す
る
条
例
施
行
規
則
の
一
部
を

改
正
す
る
規
則

東
京
都
児
童
福
祉
施
設
の
設
備
及
び
運
営
の
基
準
に
関
す
る
条
例
施
行
規
則
（
平
成
二
十
四
年
東
京

都
規
則
第
四
十
七
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
十
六
条
中
「
二
十
人
」
を
「
十
五
人
」
に
、
「
三
十
人
」
を
「
二
十
五
人
」
に
改
め
る
。

附

則

１

こ
の
規
則
は
、
令
和
六
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

２

保
育
士
の
配
置
の
状
況
に
鑑
み
、
保
育
の
提
供
に
支
障
を
及
ぼ
す
お
そ
れ
が
あ
る
と
き
は
、
当
分

の
間
、
こ
の
規
則
に
よ
る
改
正
後
の
東
京
都
児
童
福
祉
施
設
の
設
備
及
び
運
営
の
基
準
に
関
す
る
条

例
施
行
規
則
第
十
六
条
の
規
定
は
、
適
用
し
な
い
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
こ
の
規
則
に
よ
る
改
正

前
の
東
京
都
児
童
福
祉
施
設
の
設
備
及
び
運
営
の
基
準
に
関
す
る
条
例
施
行
規
則
第
十
六
条
の
規
定

は
、
こ
の
規
則
の
施
行
の
日
以
後
に
お
い
て
も
、
な
お
そ
の
効
力
を
有
す
る
。
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東
京
都
認
定
こ
ど
も
園
の
認
定
要
件
に
関
す
る
条
例
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
公
布
す

る
。

令
和
六
年
三
月
二
十
九
日

東
京
都
知
事

小

池

百
合
子

◉
東
京
都
規
則
第
百
八
号

東
京
都
認
定
こ
ど
も
園
の
認
定
要
件
に
関
す
る
条
例
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規

則

東
京
都
認
定
こ
ど
も
園
の
認
定
要
件
に
関
す
る
条
例
施
行
規
則
（
平
成
十
八
年
東
京
都
規
則
第
二
百

九
十
九
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
五
条
第
一
項
第
三
号
中
「
二
十
人
」
を
「
十
五
人
」
に
改
め
、
同
項
第
四
号
中
「
三
十
人
」
を

「
二
十
五
人
」
に
改
め
る
。

附

則

１

こ
の
規
則
は
、
令
和
六
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

２

子
ど
も
の
教
育
及
び
保
育
に
従
事
す
る
者
の
配
置
の
状
況
に
鑑
み
、
教
育
及
び
保
育
の
提
供
に
支

障
を
及
ぼ
す
お
そ
れ
が
あ
る
と
き
は
、
当
分
の
間
、
こ
の
規
則
に
よ
る
改
正
後
の
東
京
都
認
定
こ
ど

も
園
の
認
定
要
件
に
関
す
る
条
例
施
行
規
則
第
五
条
第
一
項
第
三
号
及
び
第
四
号
の
規
定
は
、
適
用

し
な
い
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
こ
の
規
則
に
よ
る
改
正
前
の
東
京
都
認
定
こ
ど
も
園
の
認
定
要
件

に
関
す
る
条
例
施
行
規
則
第
五
条
第
一
項
第
三
号
及
び
第
四
号
の
規
定
は
、
こ
の
規
則
の
施
行
の
日

以
後
に
お
い
て
も
、
な
お
そ
の
効
力
を
有
す
る
。

東
京
都
幼
保
連
携
型
認
定
こ
ど
も
園
の
学
級
の
編
制
、
職
員
、
設
備
及
び
運
営
の
基
準
に
関
す
る
条

例
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
公
布
す
る
。

令
和
六
年
三
月
二
十
九
日

東
京
都
知
事

小

池

百
合
子

◉
東
京
都
規
則
第
百
九
号

東
京
都
幼
保
連
携
型
認
定
こ
ど
も
園
の
学
級
の
編
制
、
職
員
、
設
備
及
び
運
営
の
基
準

に
関
す
る
条
例
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

東
京
都
幼
保
連
携
型
認
定
こ
ど
も
園
の
学
級
の
編
制
、
職
員
、
設
備
及
び
運
営
の
基
準
に
関
す
る
条

例
施
行
規
則
（
平
成
二
十
六
年
東
京
都
規
則
第
百
五
十
一
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
四
条
第
二
号
の
表
一
の
項
中
「
三
十
人
」
を
「
二
十
五
人
」
に
改
め
、
同
表
二
の
項
中
「
二
十

人
」
を
「
十
五
人
」
に
改
め
る
。

附

則

１

こ
の
規
則
は
、
令
和
六
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

２

園
児
の
教
育
及
び
保
育
に
直
接
従
事
す
る
職
員
の
配
置
の
状
況
に
鑑
み
、
教
育
及
び
保
育
の
提
供

に
支
障
を
及
ぼ
す
お
そ
れ
が
あ
る
と
き
は
、
当
分
の
間
、
こ
の
規
則
に
よ
る
改
正
後
の
東
京
都
幼
保

連
携
型
認
定
こ
ど
も
園
の
学
級
の
編
制
、
職
員
、
設
備
及
び
運
営
の
基
準
に
関
す
る
条
例
施
行
規
則

第
四
条
第
二
号
の
表
の
規
定
は
、
適
用
し
な
い
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
こ
の
規
則
に
よ
る
改
正
前

の
東
京
都
幼
保
連
携
型
認
定
こ
ど
も
園
の
学
級
の
編
制
、
職
員
、
設
備
及
び
運
営
の
基
準
に
関
す
る

条
例
施
行
規
則
第
四
条
第
二
号
の
表
の
規
定
は
、
こ
の
規
則
の
施
行
の
日
以
後
に
お
い
て
も
、
な
お

そ
の
効
力
を
有
す
る
。

難
病
の
患
者
に
対
す
る
医
療
等
に
関
す
る
法
律
施
行
細
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
公
布
す
る
。

令
和
六
年
三
月
二
十
九
日

東
京
都
知
事

小

池

百
合
子

◉
東
京
都
規
則
第
百
十
号

難
病
の
患
者
に
対
す
る
医
療
等
に
関
す
る
法
律
施
行
細
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

難
病
の
患
者
に
対
す
る
医
療
等
に
関
す
る
法
律
施
行
細
則
（
平
成
二
十
六
年
東
京
都
規
則
第
百
九
十

四
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
三
条
第
二
項
第
六
号
中
「
第
二
十
二
条
第
二
十
五
号
」
を
「
第
二
十
二
条
第
二
十
六
号
」
に
改
め

る
。第

十
六
条
第
四
号
中
「
次
に
掲
げ
る
区
分
に
応
じ
、
そ
れ
ぞ
れ
当
該
区
分
に
掲
げ
る
日
」
を
「
当
該

者
に
係
る
道
府
県
が
行
っ
た
支
給
認
定
の
有
効
期
間
の
末
日
」
に
改
め
、
同
号
イ
及
び
ロ
を
削
る
。

第
二
十
七
条
を
第
三
十
三
条
と
し
、
第
二
十
六
条
の
次
に
次
の
六
条
を
加
え
る
。

（
指
定
難
病
要
支
援
者
証
明
に
係
る
申
請
）

第
二
十
七
条

法
第
二
十
八
条
第
二
項
に
規
定
す
る
指
定
難
病
要
支
援
者
証
明
事
業
に
よ
る
証
明
を
受

け
よ
う
と
す
る
者
又
は
そ
の
保
護
者
は
、
別
記
第
二
十
四
号
様
式
に
よ
り
知
事
に
申
請
し
な
け
れ
ば
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な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
当
該
申
請
を
第
三
条
第
一
項
に
規
定
す
る
申
請
と
併
せ
て
行
う
場
合
は
、
同

項
に
規
定
す
る
申
請
書
に
よ
り
行
う
も
の
と
す
る
。

２

前
項
本
文
に
規
定
す
る
申
請
書
に
は
、
個
人
番
号
に
係
る
調
書
（
別
記
第
二
号
様
式
の
二
に
よ
る

も
の
に
限
る
。
）
及
び
次
に
掲
げ
る
書
類
の
い
ず
れ
か
を
添
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一

省
令
第
十
五
条
第
一
項
第
一
号
に
規
定
す
る
難
病
指
定
医
の
診
断
書

二

第
十
一
条
に
規
定
す
る
医
療
受
給
者
証

三

第
十
二
条
に
規
定
す
る
支
給
非
認
定
の
通
知
（
指
定
難
病
の
診
断
基
準
を
満
た
し
て
い
な
い
も

の
を
除
く
。
）

（
指
定
難
病
要
支
援
者
に
係
る
証
明
）

第
二
十
八
条

知
事
は
、
前
条
の
規
定
に
よ
る
申
請
が
あ
っ
た
場
合
に
お
い
て
、
当
該
申
請
に
係
る
者

が
指
定
難
病
の
診
断
基
準
を
満
た
し
て
い
る
と
認
め
る
と
き
は
、
省
令
第
五
十
条
で
定
め
る
事
項
に

つ
い
て
証
明
を
行
う
も
の
と
す
る
。

２

前
項
の
証
明
は
、
省
令
第
五
十
条
の
二
で
定
め
る
方
法
に
よ
り
行
う
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
書

面
に
よ
り
証
明
を
行
う
と
き
は
、
登
録
者
証
（
別
記
第
二
十
五
号
様
式
）
を
交
付
し
て
行
う
も
の
と

す
る
。

３

前
項
後
段
に
規
定
す
る
書
面
に
よ
る
登
録
者
証
の
交
付
を
希
望
す
る
者
又
は
そ
の
保
護
者
は
、
別

記
第
二
十
六
号
様
式
に
よ
り
知
事
に
申
請
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
指
定
難
病
要
支
援
者
証
明
に
係
る
非
認
定
）

第
二
十
九
条

知
事
は
、
第
二
十
七
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
申
請
が
あ
っ
た
場
合
に
お
い
て
、
当
該

申
請
に
係
る
者
が
指
定
難
病
の
診
断
基
準
を
満
た
さ
な
い
と
認
め
た
と
き
に
は
、
指
定
難
病
審
査
会

の
審
査
を
求
め
る
こ
と
と
す
る
。

２

知
事
は
、
前
項
の
規
定
に
基
づ
く
指
定
難
病
審
査
会
の
審
査
を
踏
ま
え
、
同
項
の
者
が
指
定
難
病

の
診
断
基
準
を
満
た
さ
な
い
と
認
め
た
と
き
に
は
、
別
記
第
二
十
七
号
様
式
に
よ
り
、
当
該
申
請
に

係
る
者
又
は
そ
の
保
護
者
に
通
知
す
る
も
の
と
す
る
。

（
登
録
者
証
の
再
交
付
申
請
）

第
三
十
条

書
面
に
よ
る
登
録
者
証
の
交
付
を
受
け
た
者
は
、
当
該
登
録
者
証
を
破
損
し
、
汚
し
、
又

は
失
っ
た
と
き
は
、
別
記
第
二
十
八
号
様
式
に
よ
り
、
当
該
登
録
者
証
の
再
交
付
の
申
請
を
行
う
こ

と
が
で
き
る
。

２

登
録
者
証
を
破
損
し
、
又
は
汚
し
た
場
合
に
は
、
前
項
の
申
請
書
に
、
当
該
登
録
者
証
を
添
付
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

３

登
録
者
証
の
再
交
付
を
受
け
た
後
、
失
っ
た
登
録
者
証
を
発
見
し
た
と
き
は
、
速
や
か
に
こ
れ
を

知
事
に
返
還
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
資
格
の
喪
失
の
届
出
）

第
三
十
一
条

第
二
十
八
条
第
一
項
の
証
明
を
受
け
た
者
が
死
亡
し
た
と
き
又
は
当
該
証
明
を
必
要
と

し
な
く
な
っ
た
と
き
は
、
別
記
第
二
十
九
号
様
式
に
よ
り
知
事
に
届
け
出
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ

の
場
合
に
お
い
て
、
書
面
に
よ
る
登
録
者
証
の
交
付
を
受
け
た
者
は
、
速
や
か
に
当
該
登
録
者
証
を

知
事
に
返
還
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
登
録
者
証
の
記
載
事
項
の
変
更
の
届
出
）

第
三
十
二
条

書
面
に
よ
る
登
録
者
証
の
交
付
を
受
け
た
者
が
、
そ
の
氏
名
を
変
更
し
た
と
き
は
、
別

記
第
三
十
号
様
式
に
よ
る
登
録
者
証
（
指
定
難
病
）
記
載
事
項
変
更
届
に
当
該
登
録
者
証
を
添
え
て
、

速
や
か
に
知
事
に
届
け
出
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
当
該
届
出
を
第
四
条
第
一
項
に
規
定
す

る
届
出
と
併
せ
て
行
う
場
合
は
、
同
項
に
規
定
す
る
届
出
書
に
当
該
登
録
者
証
を
添
え
て
行
う
も
の

と
す
る
。

別
記
第
一
号
様
式
中
「第

３
条

」
の
次
に
「、

第
２７条

」
を
加
え
、
「特

定
医
療
費
支
給
認
定
申
請

書

」
を
「特

定
医
療
費
支
給
認
定
申
請
書
／
登
録
者
証
（
指
定
難
病
）
申
請
書

」
に
、

「

」
を

「

」
に
、
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「

」
を

「

」
に
、

「

」
を

「

」
に

改
め
、
同
様
式
備
考
中
「こ

の
場
合
に
お
い
て
、
当
該
控
え
に
お
け
る
研
究
等
へ
の
利
用
に
係
る
同
意

の
欄
に
つ
い
て
は
、
押
印
を
要
し
な
い
。

」
を
削
る
。

別
記
第
一
号
様
式
の
二
中
「第

３
条

」
の
次
に
「、
第
２７条

」
を
加
え
、

「

」
を

「

」
に
、

「

」
を

「

」
に

改
め
る
。

別
記
第
一
号
様
式
の
三
()表
中
「第

３
条

」
の
次
に
「、

第
２７条

」
を
加
え
、
「特

定
医
療
費
支
給
認

定
申
請
書

」
を
「特

定
医
療
費
支
給
認
定
申
請
書
／
登
録
者
証
（
指
定
難
病
）
申
請
書

」
に
、

「

」
を

「

」
に
、

「

」
を

「

」
に
、
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「

」
を

「

」
に

改
め
、
同
様
式
()裏
中
「。

初
め
て
の
申
請
の
場
合
は
対
象
と
な
り
ま
せ
ん

」
を
削
り
、

「

」
を

「

」
に

改
め
る
。

別
記
第
一
号
様
式
の
四
中
「第

３
条

」
の
次
に
「、

第
２７条

」
を
加
え
、
「特

定
医
療
費
支
給
認
定

申
請
書
（
更
新
）

」
を
「特

定
医
療
費
支
給
認
定
申
請
書
（
更
新
）／
登
録
者
証
（
指
定
難
病
）
申
請

書

」
に
、

「

」
を
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「

」
に

改
め
、
「希

望
し
ま
す
か
。

」
の
次
に
「※

い
ず
れ
に
も
チ
ェ
ッ
ク
が
な
い
場
合
は
、
「
希
望
し
ま
せ

ん
」
と
み
な
し
ま
す
。

」
を
、
「チ

ェ
ッ
ク
し
て
く
だ
さ
い
。

」
の
次
に
「※

い
ず
れ
に
も
チ
ェ
ッ
ク

が
な
い
場
合
は
、
「
特
段
の
理
由
な
し
」
と
み
な
し
ま
す
。

」
を
加
え
、

「

」
を

「

」
に

改
め
、
同
様
式
備
考
中
「こ

の
場
合
に
お
い
て
、
当
該
控
え
に
お
け
る
研
究
等
へ
の
利
用
に
係
る
同
意

の
欄
に
つ
い
て
は
、
押
印
を
要
し
な
い
。

」
を
削
る
。

別
記
第
二
号
様
式
の
二
中
「第

３
条

」
の
次
に
「、
第
２７条

」
を
加
え
、

「

」
を

「

」
に

改
め
る
。

別
記
第
二
号
様
式
の
三
中

「

」
を

「

」
に

改
め
る
。

別
記
第
三
号
様
式
中
「第

４
条

」
の
次
に
「、

第
３２条

」
を
加
え
、
「特

定
医
療
費
支
給
認
定
内
容

変
更
届

」
を
「特

定
医
療
費
支
給
認
定
内
容
変
更
届
／
登
録
者
証
（
指
定
難
病
）
氏
名
変
更
届

」
に
改

め
る
。

別
記
第
十
三
号
様
式
中

「

」
を

「

」
に
、

「

」
を
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「

」
に
改
め
、
同
様

式
備
考
中
「こ

の
場
合
に
お
い
て
、
当
該
控
え
に
お
け
る
研
究
等
へ
の
利
用
に
係
る
同
意
の
欄
に
つ
い

て
は
、
押
印
を
要
し
な
い
。

」
を
削
る
。

別
記
第
二
十
三
号
様
式
の
次
に
次
の
七
様
式
を
加
え
る
。
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附

則

１

こ
の
規
則
は
、
令
和
六
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、
第
三
条
第
二
項
第
六
号
の
改
正

規
定
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

２

こ
の
規
則
の
施
行
の
際
、
こ
の
規
則
に
よ
る
改
正
前
の
難
病
の
患
者
に
対
す
る
医
療
等
に
関
す
る

法
律
施
行
細
則
別
記
第
一
号
様
式
か
ら
第
一
号
様
式
の
四
ま
で
、
第
二
号
様
式
の
二
か
ら
第
三
号
様

式
ま
で
及
び
第
十
三
号
様
式
に
よ
る
用
紙
で
、
現
に
残
存
す
る
も
の
は
、
所
要
の
修
正
を
加
え
、
な

お
使
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

東
京
都
会
計
事
務
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
公
布
す
る
。

令
和
六
年
三
月
二
十
九
日

東
京
都
知
事

小

池

百
合
子

◉
東
京
都
規
則
第
百
十
一
号

東
京
都
会
計
事
務
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

東
京
都
会
計
事
務
規
則
（
昭
和
三
十
九
年
東
京
都
規
則
第
八
十
八
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正

す
る
。

第
二
条
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

十
三

契
約
請
求
シ
ス
テ
ム

都
が
行
う
契
約
及
び
支
出
に
関
す
る
事
務
並
び
に
こ
れ
ら
に
係
る
事

業
者
と
の
手
続
を
電
子
情
報
処
理
組
織
に
よ
つ
て
一
体
的
に
処
理
す
る
情
報
処
理
シ
ス
テ
ム
を
い

う
。

第
五
条
中
「
地
方
自
治
法
施
行
令
（
昭
和
二
十
二
年
政
令
第
十
六
号
。
以
下
「
政
令
」
と
い
う
。
）

第
百
五
十
八
条
第
一
項
」
を
「
地
方
自
治
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
六
十
七
号
）
第
二
百
四
十
三
条

の
二
第
一
項
」
に
、
「
私
人
に
委
託
」
を
「
指
定
公
金
事
務
取
扱
者
（
同
条
第
二
項
に
規
定
す
る
指
定

公
金
事
務
取
扱
者
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
に
委
託
」
に
、
「
政
令
第
百
六
十
五
条
の
三
第
一
項
」
を

「
同
条
第
一
項
」
に
、
「
私
人
に
支
出
」
を
「
指
定
公
金
事
務
取
扱
者
に
支
出
」
に
改
め
る
。

第
六
条
第
一
項
第
一
号
中
「
同
部
総
務
事
務
セ
ン
タ
ー
運
営
担
当
課
長
」
を
「
同
部
職
員
事
務
課

長
」
に
改
め
る
。

第
十
二
条
第
一
号
中
「
政
令
第
百
六
十
五
条
の
七
」
を
「
地
方
自
治
法
施
行
令
（
昭
和
二
十
二
年
政

令
第
十
六
号
。
以
下
「
政
令
」
と
い
う
。
）
第
百
六
十
五
条
の
六
」
に
改
め
る
。

第
二
十
三
条
第
一
項
第
二
号
中
「
政
令
第
百
五
十
八
条
第
一
項
又
は
政
令
第
百
五
十
八
条
の
二
第
一

項
」
を
「
地
方
自
治
法
第
二
百
四
十
三
条
の
二
第
一
項
」
に
改
め
る
。

第
二
十
八
条
第
三
項
第
一
号
中
「
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
六
十
七
号
）
」
を
削
る
。

第
四
十
条
第
二
項
か
ら
第
四
項
ま
で
の
規
定
中
「
収
入
額
更
正
依
頼
書
」
を
「
収
入
額
更
正
依
頼

（
指
示
）
書
」
に
改
め
る
。

第
四
十
四
条
の
二
第
一
項
中
「
政
令
第
百
五
十
八
条
第
一
項
若
し
く
は
道
路
交
通
法
（
昭
和
三
十
五

年
法
律
第
百
五
号
）
第
五
十
一
条
の
十
六
」
を
「
地
方
自
治
法
第
二
百
四
十
三
条
の
二
第
一
項
」
に
、

「
徴
収
若
し
く
は
」
を
「
徴
収
又
は
」
に
改
め
、
「
、
又
は
政
令
第
百
五
十
八
条
の
二
第
一
項
の
規
定

に
よ
り
私
人
に
歳
入
の
収
納
の
事
務
を
委
託
し
」
を
削
る
。

第
四
十
五
条
第
一
項
中
「
債
権
者
の
請
求
書
」
の
下
に
「
（
当
該
請
求
書
に
記
載
す
べ
き
事
項
を
記

録
し
た
契
約
請
求
シ
ス
テ
ム
に
よ
る
電
磁
的
記
録
を
含
む
。
以
下
同
じ
。
）
」
を
加
え
、
同
条
第
二
項

中
「
収
支
命
令
者
は
、
」
の
下
に
「
当
該
請
求
書
が
契
約
請
求
シ
ス
テ
ム
に
よ
り
提
出
さ
れ
た
場
合
又

は
」
を
加
え
る
。

第
四
十
八
条
中
「
請
求
書
」
の
下
に
「
（
契
約
請
求
シ
ス
テ
ム
に
よ
り
提
出
さ
れ
た
も
の
を
除

く
。
）
」
を
加
え
る
。

第
五
十
条
第
二
項
中
「
収
支
命
令
者
は
、
」
の
下
に
「
当
該
請
求
書
が
契
約
請
求
シ
ス
テ
ム
に
よ
り

提
出
さ
れ
た
場
合
又
は
」
を
加
え
る
。

第
八
十
六
条
第
一
項
中
「
政
令
第
百
六
十
五
条
の
三
第
一
項
」
を
「
地
方
自
治
法
第
二
百
四
十
三
条

の
二
第
一
項
」
に
改
め
、
同
条
第
二
項
中
「
支
出
事
務
の
委
託
を
受
け
た
者
（
以
下
「
受
託
者
」
と
い

う
」
を
「
指
定
公
金
事
務
取
扱
者
（
支
出
事
務
の
委
託
を
受
け
た
者
に
限
る
。
以
下
こ
の
条
に
お
い
て

同
じ
」
に
改
め
、
同
条
第
三
項
か
ら
第
五
項
ま
で
の
規
定
中
「
受
託
者
」
を
「
指
定
公
金
事
務
取
扱

者
」
に
改
め
る
。

第
百
十
三
条
第
二
号
中
「
道
路
交
通
法
」
の
下
に
「
（
昭
和
三
十
五
年
法
律
第
百
五
号
）
」
を
加
え
、

同
号
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

１０

森
林
環
境
税
及
び
こ
れ
に
係
る
税
外
収
入

付
則
第
七
項
中
「
９

特
別
法
人
事
業
税
及
び
こ
れ
に
係
る
税
外
収
入
」
」
を
「
１０

森
林
環
境
税

及
び
こ
れ
に
係
る
税
外
収
入
」
」
に
、
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「
９

特
別
法
人
事
業
税
及
び
こ
れ
に
係
る
税
外
収
入

１０

軽
自
動
車
税
環
境
性
能
割
及
び
こ
れ
に
係
る
税
外
収
入
」
を

「
１０

軽
自
動
車
税
環
境
性
能
割
及
び
こ
れ
に
係
る
税
外
収
入

１１

森
林
環
境
税
及
び
こ
れ
に
係
る
税
外
収
入

」
に
改
め
る
。

別
記
附
属
様
式
目
次
中
「
第
二
十
一
号
様
式

収
入
額
更
正
依
頼
書

第
四
十
条
」
を
「
第
二
十
一

号
様
式

収
入
額
更
正
依
頼
（
指
示
）
書

第
四
十
条
」
に
改
め
る
。

別
記
第
二
十
一
号
様
式
中
「収

入
額
更
正
依
頼
書

」
を
「収

入
額
更
正
依
頼
（
指
示
）
書

」
に
改
め
、

「更
正
を
依
頼

」
の
次
に
「（

指
示
）

」
を
加
え
る
。

「送
金

小
切
手

「為
替
証
書

別
記
第
三
十
三
号
様
式
中

為
替
証
書

を
電
信
払
込
み

に
改
め
る
。

電
信
払
込
み

」

」

附

則

１

こ
の
規
則
は
、
令
和
六
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

２

こ
の
規
則
の
施
行
の
際
、
こ
の
規
則
に
よ
る
改
正
前
の
東
京
都
会
計
事
務
規
則
別
記
第
二
十
一
号

様
式
及
び
第
三
十
三
号
様
式
に
よ
る
用
紙
で
、
現
に
残
存
す
る
も
の
は
、
当
分
の
間
、
な
お
使
用
す

る
こ
と
が
で
き
る
。

告

示

◉
東
京
都
告
示
第
三
百
四
十
七
号

平
成
元
年
東
京
都
告
示
第
三
百
四
十
一
号
（
東
京
都
職
員
互
助
組
合
に
関
す
る
条
例
施
行
細
則
）
の

一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

令
和
六
年
三
月
二
十
九
日

東
京
都
知
事

小

池

百
合
子

第
五
条
の
見
出
し
中
「
及
び
印
鑑
」
を
削
る
。

第
五
条
第
一
項
中
「
及
び
こ
の
細
則
に
所
属
長
等
が
行
う
こ
と
と
し
て
定
め
る
事
務
の
処
理
に
使
用

す
る
印
鑑
」
を
削
り
、
同
条
第
二
項
を
削
る
。

附

則

こ
の
告
示
は
、
令
和
六
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

規

則
（
教
）

東
京
都
教
育
庁
処
務
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
公
布
す
る
。

令
和
六
年
三
月
二
十
九
日

東
京
都
教
育
委
員
会

◉
東
京
都
教
育
委
員
会
規
則
第
八
号

東
京
都
教
育
庁
処
務
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

東
京
都
教
育
庁
処
務
規
則
（
昭
和
四
十
五
年
東
京
都
教
育
委
員
会
規
則
第
三
十
四
号
）
の
一
部
を
次

の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
二
条
の
表
総
務
部
の
部
総
務
課
の
項
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

デ
ジ
タ
ル
推
進
課

第
五
条
の
表
総
務
部
の
部
教
育
政
策
課
の
項
中
第
十
一
号
を
削
り
、
第
十
二
号
を
第
十
一
号
と
し
、

同
部
総
務
課
の
項
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

デ
ジ
タ
ル
推
進
課

一

教
育
庁
及
び
教
育
機
関
に
お
け
る
デ
ジ
タ
ル
関
連
施
策
の
総
合
的
な
企
画
、
調
整
及
び
推

進
に
関
す
る
こ
と
。

附

則

こ
の
規
則
は
、
令
和
六
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

都
立
学
校
等
に
勤
務
す
る
時
間
講
師
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
公
布
す
る
。

令
和
六
年
三
月
二
十
九
日

東
京
都
教
育
委
員
会

◉
東
京
都
教
育
委
員
会
規
則
第
九
号

都
立
学
校
等
に
勤
務
す
る
時
間
講
師
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

都
立
学
校
等
に
勤
務
す
る
時
間
講
師
に
関
す
る
規
則
（
昭
和
四
十
九
年
東
京
都
教
育
委
員
会
規
則
第
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二
十
四
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

別
表
第
三
中
「
一
、
八
八
〇
」
を
「
一
、
九
〇
〇
」
に
、
「
一
、
九
五
〇
」
を
「
一
、
九
七
〇
」
に
、

「
二
、
〇
二
〇
」
を
「
二
、
〇
四
〇
」
に
、
「
二
、
〇
九
〇
」
を
「
二
、
一
一
〇
」
に
、
「
二
、
一
六

〇
」
を
「
二
、
一
八
〇
」
に
、
「
二
、
二
三
〇
」
を
「
二
、
二
五
〇
」
に
、
「
二
、
三
一
〇
」
を

「
二
、
三
三
〇
」
に
、
「
二
、
四
〇
〇
」
を
「
二
、
四
二
〇
」
に
、
「
二
、
四
九
〇
」
を
「
二
、
五
一

〇
」
に
、
「
二
、
五
九
〇
」
を
「
二
、
六
一
〇
」
に
、
「
二
、
六
七
〇
」
を
「
二
、
六
九
〇
」
に
、

「
二
、
七
九
〇
」
を
「
二
、
八
一
〇
」
に
、
「
二
、
八
七
〇
」
を
「
二
、
九
〇
〇
」
に
、
「
二
、
九
七

〇
」
を
「
三
、
〇
〇
〇
」
に
、
「
三
、
〇
六
〇
」
を
「
三
、
〇
九
〇
」
に
、
「
三
、
一
六
〇
」
を

「
三
、
一
九
〇
」
に
、
「
三
、
二
六
〇
」
を
「
三
、
二
九
〇
」
に
、
「
三
、
三
六
〇
」
を
「
三
、
三
九

〇
」
に
改
め
る
。

附

則

こ
の
規
則
は
、
令
和
六
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

都
立
学
校
等
に
勤
務
す
る
日
勤
講
師
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
公
布
す
る
。

令
和
六
年
三
月
二
十
九
日

東
京
都
教
育
委
員
会

◉
東
京
都
教
育
委
員
会
規
則
第
十
号

都
立
学
校
等
に
勤
務
す
る
日
勤
講
師
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

都
立
学
校
等
に
勤
務
す
る
日
勤
講
師
に
関
す
る
規
則
（
平
成
十
九
年
東
京
都
教
育
委
員
会
規
則
第
六

十
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

別
表
第
三
中
「
一
九
四
、
八
〇
〇
円
」
を
「
一
九
六
、
五
〇
〇
円
」
に
、
「
一
四
一
、
四
〇
〇
円
」

を
「
一
四
二
、
六
〇
〇
円
」
に
改
め
る
。

附

則

こ
の
規
則
は
、
令
和
六
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

学
校
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
公
布
す
る
。

令
和
六
年
三
月
二
十
九
日

東
京
都
教
育
委
員
会

◉
東
京
都
教
育
委
員
会
規
則
第
十
一
号

学
校
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

学
校
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
施
行
規
則
（
昭
和
三
十
七
年
東
京
都
教
育
委
員
会
規
則
第
二
十
八

号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
十
二
条
第
二
項
第
一
号
中
「
十
七
」
を
「
十
八
」
に
改
め
る
。

附

則

こ
の
規
則
は
、
令
和
六
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

へ
き
地
手
当
等
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
公
布
す
る
。

令
和
六
年
三
月
二
十
九
日

東
京
都
教
育
委
員
会

◉
東
京
都
教
育
委
員
会
規
則
第
十
二
号

へ
き
地
手
当
等
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

へ
き
地
手
当
等
に
関
す
る
規
則
（
昭
和
三
十
五
年
東
京
都
教
育
委
員
会
規
則
第
二
十
八
号
）
の
一
部

を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

別
表
第
一

四
級
地
の
部
利
島
村
立
利
島
小
学
校
の
項
及
び
利
島
村
立
利
島
中
学
校
の
項
を
削
り
、

同
部
中

「
三
宅
村
立
三
宅
中
学
校

三
宅
村
伊
豆
四
百
七
十
番
地
」
を

「
三
宅
村
立
三
宅
中
学
校

三
宅
村
伊
豆
四
百
七
十
番
地

利
島
村
立
利
島
小
中
学
校

利
島
村
八
十
七
番
地

」
に
改
め
る
。

附

則

こ
の
規
則
は
、
令
和
六
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

学
校
職
員
の
勤
勉
手
当
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
公
布
す
る
。

令
和
六
年
三
月
二
十
九
日

東
京
都
教
育
委
員
会

◉
東
京
都
教
育
委
員
会
規
則
第
十
三
号

学
校
職
員
の
勤
勉
手
当
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
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学
校
職
員
の
勤
勉
手
当
に
関
す
る
規
則
（
昭
和
五
十
四
年
東
京
都
教
育
委
員
会
規
則
第
十
六
号
）
の

一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
三
条
の
四
第
一
項
第
一
号
中
「
一
万
分
の
二
万
三
千
」
を
「
一
万
分
の
二
万
二
千
五
百
」
に
改
め
、

同
項
第
二
号
中
「
一
万
分
の
一
万
四
百
五
十
七
・
五
」
を
「
一
万
分
の
一
万
十
二
・
五
」
に
、
「
一
万

分
の
一
万
七
千
五
百
」
を
「
一
万
分
の
一
万
六
千
五
百
」
に
改
め
、
同
項
第
三
号
中
「
一
万
分
の
一
万

五
百
七
十
五
」
を
「
一
万
分
の
一
万
百
二
十
五
」
に
、
「
一
万
分
の
一
万
六
千
五
百
」
を
「
一
万
分
の

一
万
五
千
五
百
」
に
改
め
、
同
項
第
四
号
中
「
一
万
分
の
六
千
七
・
五
」
を
「
一
万
分
の
五
千
七
百
八

十
五
」
に
改
め
、
同
項
第
五
号
中
「
一
万
分
の
五
千
百
十
七
・
五
」
を
「
一
万
分
の
四
千
八
百
九
十

五
」
に
改
め
、
同
項
第
六
号
中
「
一
万
分
の
五
千
百
七
十
五
」
を
「
一
万
分
の
四
千
九
百
五
十
」
に
改

め
る
。

附

則

こ
の
規
則
は
、
令
和
六
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

東
京
都
公
立
学
校
等
職
員
の
標
準
職
務
遂
行
能
力
を
定
め
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
公
布

す
る
。令

和
六
年
三
月
二
十
九
日

東
京
都
教
育
委
員
会

◉
東
京
都
教
育
委
員
会
規
則
第
十
四
号

東
京
都
公
立
学
校
等
職
員
の
標
準
職
務
遂
行
能
力
を
定
め
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る

規
則

東
京
都
公
立
学
校
等
職
員
の
標
準
職
務
遂
行
能
力
を
定
め
る
規
則
（
平
成
二
十
八
年
東
京
都
教
育
委

員
会
規
則
第
二
十
三
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

別
表
第
一
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

別
表
第
一
（
第
二
条
関
係
）

標
準
的
な
職

標
準
職
務
遂
行
能
力

一

校
長

一

経
営
企

画
力

一

学
校
経
営
に
関
わ
る
様
々
な
デ
ー
タ
及
び
内
外
環
境
に
関

す
る
情
報
の
収
集
、
整
理
及
び
分
析
を
行
っ
た
上
で
、
困
難

度
、
貢
献
度
、
緊
急
度
等
に
応
じ
た
的
確
な
課
題
を
設
定
し
、

学
校
経
営
、
教
育
活
動
等
の
改
善
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

二

児
童
又
は
生
徒
の
変
容
、
教
職
員
の
意
識
改
革
等
、
考
慮

す
べ
き
事
情
を
十
分
に
踏
ま
え
て
具
体
的
な
解
決
策
を
企
画

し
て
い
る
。

三

取
り
組
む
べ
き
課
題
及
び
解
決
策
を
教
職
員
に
明
確
に
提

示
し
、
適
切
な
進
行
管
理
の
下
で
、
効
率
性
を
意
識
し
て
組

織
的
に
課
題
解
決
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

二

実
行
力

一

前
例
に
と
ら
わ
れ
る
こ
と
な
く
新
た
な
課
題
に
チ
ャ
レ
ン

ジ
精
神
を
持
っ
て
取
り
組
ん
で
い
る
。

二

解
決
策
を
実
現
す
る
た
め
、
時
機
を
失
す
る
こ
と
な
く
保

護
者
、
地
域
及
び
関
係
機
関
と
の
連
携
協
働
並
び
に
調
整
を

積
極
的
に
行
っ
て
い
る
。

三

時
機
を
失
す
る
こ
と
な
く
自
ら
判
断
し
、
突
発
的
な
事
態

及
び
困
難
に
直
面
し
て
も
、
自
ら
の
判
断
で
迅
速
か
つ
冷
静

に
行
動
し
、
積
極
的
に
状
況
を
打
開
し
て
い
る
。

四

学
校
全
体
に
目
配
り
し
な
が
ら
、
自
己
の
職
責
を
自
覚
し
、

責
任
転
嫁
せ
ず
、
最
後
ま
で
や
り
遂
げ
る
意
思
を
持
っ
て
取

り
組
ん
で
い
る
。

三

組
織
運

営
力

一

学
校
経
営
方
針
又
は
学
校
経
営
計
画
に
基
づ
い
た
組
織
的

な
学
校
経
営
を
推
進
す
る
た
め
、
職
員
会
議
、
企
画
調
整
会

議
、
校
務
分
掌
組
織
等
を
適
正
に
管
理
し
て
い
る
。

二

教
職
員
の
勤
務
状
況
、
健
康
状
態
等
を
的
確
に
把
握
し
、

適
時
適
切
な
指
導
及
び
助
言
を
通
じ
て
規
律
性
の
確
保
及
び

志
気
の
高
揚
に
努
め
て
い
る
。

三

学
校
が
直
面
す
る
教
育
課
題
を
組
織
的
に
解
決
す
る
こ
と

が
で
き
る
よ
う
、
教
職
員
の
能
力
を
引
き
出
し
、
組
織
を
活

性
化
す
る
と
と
も
に
、
他
の
教
職
員
、
家
庭
、
地
域
及
び
関

係
機
関
と
の
円
滑
か
つ
活
発
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
等
を

通
じ
て
学
校
組
織
を
一
体
感
あ
る
も
の
と
し
て
取
り
ま
と
め

て
い
る
。

四

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
の
防
止
及
び
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
を
徹
底

し
た
職
場
管
理
を
行
い
、
多
様
性
の
尊
重
な
ど
、
教
職
員
が

安
心
で
き
て
働
き
や
す
い
職
場
環
境
の
構
築
を
推
進
し
て
い

る
。

四

人
材
育

成
力

一

所
属
職
員
の
特
性
を
見
い
だ
し
、
主
任
教
諭
候
補
者
、
主

幹
教
諭
候
補
者
、
管
理
職
候
補
者
等
を
発
掘
し
て
い
る
。

二

教
職
員
の
指
導
力
等
を
適
正
に
評
価
し
、
適
時
適
切
な
指

導
、
助
言
及
び
対
話
を
通
じ
て
研
修
の
受
講
等
を
奨
励
す
る

と
と
も
に
、
校
内
で
の
人
材
育
成
の
取
組
が
効
果
的
に
推
進
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で
き
る
よ
う
指
導
監
督
し
て
い
る
。

三

校
内
研
修
の
企
画
及
び
運
営
並
び
に
Ｏ
Ｊ
Ｔ
（
校
内
で
行

う
職
務
を
通
し
た
育
成
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
の
推
進
に

向
け
た
取
組
を
適
切
に
管
理
し
て
い
る
。

二

副
校
長

一

課
題
解

決
力

一

校
長
の
学
校
経
営
方
針
又
は
学
校
経
営
計
画
等
を
踏
ま
え
、

優
先
度
に
応
じ
て
課
題
を
設
定
し
、
学
校
経
営
及
び
教
育
活

動
の
改
善
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

二

必
要
な
知
識
の
習
得
並
び
に
学
校
経
営
に
関
わ
る
様
々
な

デ
ー
タ
及
び
内
外
環
境
に
関
す
る
情
報
の
収
集
、
整
理
及
び

分
析
を
行
い
、
学
校
経
営
に
十
分
活
用
し
て
い
る
。

三

課
題
に
応
じ
て
、
具
体
的
か
つ
実
現
性
の
高
い
解
決
策
を

企
画
し
、
適
切
な
進
行
管
理
の
下
で
、
効
率
性
を
意
識
し
て

組
織
的
に
課
題
解
決
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

二

実
行
力

一

前
例
に
と
ら
わ
れ
る
こ
と
な
く
新
た
な
課
題
に
チ
ャ
レ
ン

ジ
精
神
を
持
っ
て
取
り
組
ん
で
い
る
。

二

不
測
の
事
態
に
は
、
自
ら
判
断
し
つ
つ
、
校
長
に
相
談
し

な
が
ら
課
題
解
決
を
図
っ
て
い
る
。

三

課
題
解
決
の
た
め
、
自
ら
保
護
者
、
地
域
及
び
関
係
機
関

と
の
連
携
協
働
、
折
衝
並
び
に
調
整
を
行
う
な
ど
、
積
極
的

に
状
況
を
打
開
し
て
い
る
。

四

学
校
全
体
に
目
配
り
し
な
が
ら
、
自
ら
の
職
責
を
自
覚
し
、

責
任
転
嫁
せ
ず
、
最
後
ま
で
や
り
遂
げ
る
意
思
を
持
っ
て
取

り
組
ん
で
い
る
。

三

組
織
運

営
力

一

学
校
が
直
面
す
る
教
育
課
題
を
組
織
的
に
解
決
す
る
こ
と

が
で
き
る
よ
う
、
教
職
員
の
能
力
を
引
き
出
し
、
組
織
を
活

性
化
し
て
い
る
。

二

教
職
員
の
勤
務
状
況
、
健
康
状
態
、
悩
み
等
を
的
確
に
把

握
し
、
適
切
な
指
導
及
び
助
言
に
よ
り
規
律
性
の
確
保
及
び

志
気
の
高
揚
に
努
め
て
い
る
。

三

校
長
に
対
し
適
時
適
切
な
報
告
等
を
行
う
と
と
も
に
、
他

の
教
職
員
、
家
庭
、
地
域
及
び
関
係
機
関
と
の
円
滑
か
つ
活

発
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
努
め
、
学
校
組
織
を
一
体
感

あ
る
も
の
と
し
て
取
り
ま
と
め
て
い
る
。

四

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
の
防
止
及
び
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
を
徹
底

し
た
職
場
管
理
を
行
い
、
多
様
性
の
尊
重
な
ど
、
教
職
員
が

安
心
で
き
て
働
き
や
す
い
職
場
環
境
の
構
築
を
校
長
と
と
も

に
推
進
し
て
い
る
。

四

人
材
育

一

所
属
職
員
の
特
性
を
見
い
だ
し
、
主
任
教
諭
候
補
者
、
主

成
力

幹
教
諭
候
補
者
、
管
理
職
候
補
者
等
を
発
掘
し
て
い
る
。

二

教
職
員
の
指
導
力
等
を
適
正
に
評
価
す
る
と
と
も
に
、
所

属
職
員
の
キ
ャ
リ
ア
プ
ラ
ン
を
掌
握
し
、
対
話
を
通
じ
て
研

修
の
受
講
等
を
奨
励
す
る
ほ
か
、
適
時
適
切
な
指
導
及
び
助

言
を
行
っ
て
い
る
。

三

校
内
研
修
の
企
画
及
び
運
営
に
つ
い
て
教
職
員
を
適
切
に

指
導
す
る
と
と
も
に
、
Ｏ
Ｊ
Ｔ
を
適
切
に
推
進
し
て
い
る
。

三

主
幹
教

諭

一

学
校
経

営
へ
の
参

画
に
関
す

る
能
力

一

主
幹
教
諭
と
し
て
の
職
務
及
び
役
割
を
理
解
し
、
所
属
教

職
員
を
指
導
監
督
し
、
他
の
教
職
員
、
家
庭
、
地
域
及
び
関

係
機
関
に
適
切
に
対
応
し
て
担
当
す
る
校
務
を
処
理
す
る
こ

と
が
で
き
る
。
学
校
内
に
お
け
る
中
・
長
期
的
な
視
点
で
の

教
職
員
の
人
材
育
成
の
取
組
を
推
進
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

二

副
校
長
を
補
佐
し
、
責
任
を
持
っ
て
担
当
す
る
校
務
を
処

理
す
る
な
ど
、
主
幹
教
諭
の
職
務
を
遂
行
し
、
他
の
教
職
員
、

家
庭
、
地
域
及
び
関
係
機
関
と
の
連
携
協
働
並
び
に
意
思
の

疎
通
を
図
っ
て
い
る
。

二

学
習
指

導
力

一

専
門
的
な
知
識
及
び
技
能
を
活
用
し
、
直
面
す
る
学
習
指

導
上
の
課
題
に
対
し
て
、
適
切
な
指
導
計
画
を
作
成
し
、
解

決
方
法
を
見
い
だ
す
と
と
も
に
、
主
任
教
諭
等
に
対
し
て
助

言
及
び
支
援
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
。

二

児
童
又
は
生
徒
の
理
解
に
努
め
、
他
の
教
職
員
、
家
庭
、

地
域
及
び
関
係
機
関
と
連
携
協
働
し
て
、
課
題
解
決
に
取
り

組
ん
で
い
る
。
向
上
心
を
持
ち
教
材
の
研
究
及
び
開
発
に
努

め
実
践
に
生
か
し
て
い
る
。

三

生
活
指

導
力
及
び

進
路
指
導

力

一

児
童
又
は
生
徒
の
理
解
並
び
に
職
務
の
意
義
及
び
背
景
の

理
解
に
努
め
、
直
面
す
る
課
題
に
対
し
て
、
妥
当
な
判
断
を

下
し
、
指
導
す
る
と
と
も
に
、
主
任
教
諭
等
に
対
し
て
助
言

及
び
支
援
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
。

二

生
活
指
導
等
の
課
題
に
対
し
て
、
他
の
教
職
員
、
家
庭
、

地
域
及
び
関
係
機
関
と
連
携
協
働
し
て
取
り
組
む
と
と
も
に
、

向
上
心
を
持
ち
研
修
に
努
め
実
践
に
生
か
し
て
い
る
。

四

特
別
活

動
に
関
す

る
能
力
そ

の
他
の
能

力

一

職
務
の
意
義
及
び
背
景
並
び
に
児
童
又
は
生
徒
の
課
題
を

理
解
し
て
指
導
計
画
を
作
成
し
、
創
意
工
夫
を
生
か
し
て
企

画
及
び
立
案
す
る
と
と
も
に
、
主
任
教
諭
等
に
対
し
て
助
言

及
び
支
援
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
。

二

他
の
教
職
員
、
家
庭
、
地
域
及
び
関
係
機
関
と
連
携
協
働

し
、
公
平
か
つ
公
正
な
姿
勢
で
職
務
を
遂
行
す
る
こ
と
が
で

き
る
。
向
上
心
を
持
ち
研
修
に
努
め
実
践
に
生
か
し
て
い
る
。
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四

主
幹
教

諭
（
養

護
）

一

学
校
経

営
へ
の
参

画
に
関
す

る
能
力

一

主
幹
教
諭
と
し
て
の
職
務
及
び
役
割
を
理
解
し
、
所
属
教

職
員
を
指
導
監
督
し
、
他
の
教
職
員
、
家
庭
、
地
域
及
び
関

係
機
関
に
適
切
に
対
応
し
て
担
当
す
る
校
務
を
処
理
す
る
こ

と
が
で
き
る
。
学
校
内
に
お
け
る
中
・
長
期
的
な
視
点
で
の

教
職
員
の
人
材
育
成
の
取
組
を
推
進
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

二

副
校
長
を
補
佐
し
、
責
任
を
持
っ
て
担
当
す
る
校
務
を
処

理
す
る
な
ど
、
主
幹
教
諭
の
職
務
を
遂
行
し
、
他
の
教
職
員
、

家
庭
、
地
域
及
び
関
係
機
関
と
の
連
携
協
働
並
び
に
意
思
の

疎
通
を
図
っ
て
い
る
。

二

保
健
管

理
に
関
す

る
能
力

一

専
門
的
な
知
識
及
び
技
能
を
活
用
し
、
学
校
保
健
に
対
す

る
意
義
及
び
背
景
を
理
解
し
て
、
保
健
室
経
営
案
を
作
成
し
、

健
康
状
況
の
把
握
及
び
管
理
を
行
う
と
と
も
に
、
主
任
教
諭

等
に
対
し
て
助
言
及
び
支
援
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
。

二

健
康
の
保
持
増
進
及
び
安
全
の
確
保
に
対
し
て
、
他
の
教

職
員
、
家
庭
、
地
域
及
び
関
係
機
関
に
適
切
に
対
応
す
る
と

と
も
に
、
研
修
に
努
め
実
践
に
生
か
し
て
い
る
。

三

保
健
教

育
に
関
す

る
能
力
そ

の
他
の
能

力

一

職
務
の
意
義
及
び
背
景
を
理
解
し
、
直
面
す
る
課
題
に
対

し
て
、
妥
当
な
判
断
を
下
し
、
対
応
す
る
と
と
も
に
、
主
任

教
諭
等
に
対
し
て
助
言
及
び
支
援
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
。

二

保
健
教
育
、
生
活
指
導
、
進
路
指
導
、
安
全
指
導
等
の
課

題
に
対
し
て
、
他
の
教
職
員
、
家
庭
、
地
域
及
び
関
係
機
関

と
連
携
協
働
し
て
取
り
組
む
と
と
も
に
、
向
上
心
を
持
ち
研

修
に
努
め
実
践
に
生
か
し
て
い
る
。

五

主
幹
教

諭
（
栄

養
）

一

学
校
経

営
へ
の
参

画
に
関
す

る
能
力

一

主
幹
教
諭
と
し
て
の
職
務
及
び
役
割
を
理
解
し
、
所
属
教

職
員
を
指
導
監
督
し
、
他
の
教
職
員
、
家
庭
、
地
域
及
び
関

係
機
関
に
適
切
に
対
応
し
て
担
当
す
る
校
務
を
処
理
す
る
こ

と
が
で
き
る
。
学
校
内
に
お
け
る
中
・
長
期
的
な
視
点
で
の

教
職
員
の
人
材
育
成
の
取
組
を
推
進
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

二

副
校
長
を
補
佐
し
、
責
任
を
持
っ
て
担
当
す
る
校
務
を
処

理
す
る
な
ど
、
主
幹
教
諭
の
職
務
を
遂
行
し
、
他
の
教
職
員
、

家
庭
、
地
域
及
び
関
係
機
関
と
の
連
携
協
働
並
び
に
意
思
の

疎
通
を
図
っ
て
い
る
。

二

地
区
に

お
け
る
主

任
栄
養
教

諭
、
栄
養

教
諭
、
食

育
リ
ー
ダ

一

専
門
的
な
知
識
及
び
技
能
を
活
用
し
、
地
区
に
お
け
る
食

育
推
進
の
意
義
及
び
背
景
を
理
解
し
た
上
で
、
地
区
内
の
状

況
を
把
握
し
、
及
び
管
理
し
、
主
任
栄
養
教
諭
等
へ
の
助
言

及
び
指
導
並
び
に
食
育
リ
ー
ダ
ー
等
へ
の
支
援
を
行
う
こ
と

が
で
き
る
。

二

意
欲
的
に
地
区
に
お
け
る
食
育
推
進
に
取
り
組
み
、
他
の

ー
等
の
支

援
に
関
す

る
能
力

教
職
員
、
家
庭
、
地
域
及
び
関
係
機
関
と
の
円
滑
な
連
携
協

働
を
図
る
と
と
も
に
、
教
材
及
び
指
導
法
の
開
発
を
行
う
な

ど
実
践
に
生
か
し
て
い
る
。

三

学
校
に

お
け
る
食

に
関
す
る

指
導
に
関

す
る
能
力

そ
の
他
の

能
力

一

食
に
関
す
る
指
導
、
生
活
指
導
及
び
進
路
指
導
の
意
義
並

び
に
背
景
を
理
解
し
、
児
童
又
は
生
徒
の
理
解
に
基
づ
き
、

学
級
担
任
、
教
科
担
任
等
と
連
携
を
図
り
な
が
ら
、
食
に
関

す
る
指
導
、
生
活
指
導
及
び
進
路
指
導
を
進
め
る
と
と
も
に
、

主
任
教
諭
等
に
対
し
て
助
言
及
び
支
援
を
行
う
こ
と
が
で
き

る
。

二

責
任
を
持
っ
て
職
務
を
円
滑
に
遂
行
し
、
他
の
教
職
員
、

家
庭
、
地
域
及
び
関
係
機
関
と
の
連
携
協
働
並
び
に
意
思
の

疎
通
を
図
る
と
と
も
に
、
向
上
心
を
持
ち
研
修
に
努
め
実
践

に
生
か
し
て
い
る
。

四

学
校
に

お
け
る
給

食
の
管
理

に
関
す
る

能
力

一

専
門
的
な
知
識
及
び
技
能
を
活
用
し
、
学
校
給
食
の
意
義

及
び
背
景
を
理
解
し
、
児
童
又
は
生
徒
の
実
情
に
応
じ
た
献

立
を
作
成
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
児
童
又
は
生
徒
の
健
康
状

況
、
地
域
の
状
況
、
家
庭
環
境
等
を
把
握
し
、
状
況
に
応
じ

た
情
報
提
供
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
。
主
任
教
諭
等
に
対
し

て
助
言
及
び
支
援
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
。

二

他
の
教
職
員
、
家
庭
、
地
域
及
び
関
係
機
関
と
の
連
携
協

働
を
図
る
と
と
も
に
、
研
修
に
努
め
実
践
に
生
か
し
て
い
る
。

六

指
導
教

諭

一

学
習
指

導
力

一

専
門
的
な
知
識
及
び
技
能
を
活
用
し
、
直
面
す
る
学
習
指

導
上
の
課
題
に
対
し
て
、
適
切
な
指
導
計
画
を
作
成
し
、
解

決
方
法
を
見
い
だ
す
こ
と
が
で
き
る
。
他
の
教
員
の
教
科
等

の
指
導
上
の
課
題
を
把
握
し
、
及
び
分
析
し
、
教
員
に
応
じ

た
指
導
及
び
助
言
を
行
う
と
と
も
に
、
教
科
等
の
指
導
資
料

等
の
開
発
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
。

二

児
童
又
は
生
徒
の
理
解
に
努
め
、
他
の
教
職
員
、
家
庭
、

地
域
及
び
関
係
機
関
と
連
携
協
働
し
て
、
課
題
解
決
に
取
り

組
ん
で
い
る
。
担
当
教
科
等
の
指
導
法
及
び
指
導
資
料
等
の

開
発
並
び
に
普
及
に
努
め
て
い
る
。

二

学
校
経

営
へ
の
貢

献
力

一

指
導
教
諭
と
し
て
の
職
務
及
び
役
割
を
理
解
し
、
他
の
教

職
員
、
家
庭
、
地
域
及
び
関
係
機
関
に
適
切
に
対
応
し
て
担

当
す
る
校
務
を
処
理
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
担
当
教
科
等
の

指
導
力
の
向
上
に
関
す
る
人
材
育
成
を
推
進
す
る
こ
と
が
で

き
る
。

二

職
責
に
対
す
る
自
覚
を
持
っ
て
担
当
す
る
校
務
を
処
理
し
、

他
の
教
職
員
、
家
庭
、
地
域
及
び
関
係
機
関
と
の
連
携
協
働



令和6年3月29日（金曜日）東 京 都 公 報（増刊 23） １８

並
び
に
意
思
の
疎
通
を
図
っ
て
い
る
。
担
当
教
科
等
の
指
導

力
の
向
上
に
関
す
る
人
材
育
成
を
推
進
す
る
た
め
、
他
の
教

員
の
能
力
、
経
験
等
の
把
握
に
努
め
て
い
る
。

三

生
活
指

導
力
及
び

進
路
指
導

力

一

児
童
又
は
生
徒
の
理
解
並
び
に
職
務
の
意
義
及
び
背
景
の

理
解
に
努
め
、
直
面
す
る
課
題
に
対
し
て
、
妥
当
な
判
断
を

下
し
、
指
導
す
る
と
と
も
に
、
主
任
教
諭
等
に
対
し
て
助
言

及
び
支
援
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
。

二

生
活
指
導
等
の
課
題
に
対
し
て
、
他
の
教
職
員
、
家
庭
、

地
域
及
び
関
係
機
関
と
連
携
協
働
し
て
取
り
組
む
と
と
も
に
、

向
上
心
を
持
ち
研
修
に
努
め
実
践
に
生
か
し
て
い
る
。

四

特
別
活

動
に
関
す

る
能
力
そ

の
他
の
能

力

一

職
務
の
意
義
及
び
背
景
並
び
に
児
童
又
は
生
徒
の
課
題
を

理
解
し
て
指
導
計
画
を
作
成
し
、
創
意
工
夫
を
生
か
し
て
企

画
及
び
立
案
す
る
と
と
も
に
、
主
任
教
諭
等
に
対
し
て
助
言

及
び
支
援
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
。

二

他
の
教
職
員
、
家
庭
、
地
域
及
び
関
係
機
関
と
連
携
協
働

し
、
公
平
か
つ
公
正
な
姿
勢
で
職
務
を
遂
行
す
る
こ
と
が
で

き
る
。
向
上
心
を
持
ち
研
修
に
努
め
実
践
に
生
か
し
て
い
る
。

七

主
任
教

諭

一

学
校
運

営
力

一

主
任
教
諭
と
し
て
の
職
務
及
び
役
割
を
理
解
し
、
学
校
運

営
上
の
重
要
な
役
割
を
担
い
、
他
の
教
職
員
、
家
庭
、
地
域

及
び
関
係
機
関
に
適
切
に
対
応
し
て
校
務
を
処
理
す
る
と
と

も
に
、
教
諭
等
に
対
し
て
助
言
及
び
支
援
を
行
う
こ
と
が
で

き
る
。

二

主
幹
教
諭
を
補
佐
す
る
な
ど
、
職
責
に
対
す
る
自
覚
を
持

っ
て
主
任
教
諭
の
職
務
を
遂
行
し
、
他
の
教
職
員
、
家
庭
、

地
域
及
び
関
係
機
関
と
の
連
携
協
働
並
び
に
意
思
の
疎
通
を

図
る
と
と
も
に
、
主
任
教
諭
と
し
て
更
に
向
上
心
を
持
ち
研

修
に
努
め
実
践
に
生
か
し
て
い
る
。

二

学
習
指

導
力

一

専
門
的
な
知
識
及
び
技
能
を
活
用
し
、
直
面
す
る
学
習
指

導
上
の
課
題
に
対
し
て
、
適
切
な
指
導
計
画
を
作
成
し
、
解

決
方
法
を
見
い
だ
す
と
と
も
に
、
教
諭
等
に
対
し
て
助
言
及

び
支
援
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
。

二

児
童
又
は
生
徒
の
理
解
に
努
め
、
他
の
教
職
員
、
家
庭
、

地
域
及
び
関
係
機
関
と
連
携
協
働
し
て
、
課
題
解
決
に
取
り

組
ん
で
い
る
。
向
上
心
を
持
ち
教
材
の
研
究
及
び
開
発
に
努

め
実
践
に
生
か
し
て
い
る
。

三

生
活
指

導
力
及
び

進
路
指
導

一

児
童
又
は
生
徒
の
理
解
並
び
に
職
務
の
意
義
及
び
背
景
の

理
解
に
努
め
、
直
面
す
る
課
題
に
対
し
て
、
妥
当
な
判
断
を

下
し
、
指
導
す
る
と
と
も
に
、
教
諭
等
に
対
し
て
助
言
及
び

力

支
援
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
。

二

生
活
指
導
等
の
課
題
に
対
し
て
、
他
の
教
職
員
、
家
庭
、

地
域
及
び
関
係
機
関
と
連
携
協
働
し
て
取
り
組
む
と
と
も
に
、

向
上
心
を
持
ち
研
修
に
努
め
実
践
に
生
か
し
て
い
る
。

四

特
別
活

動
に
関
す

る
能
力
そ

の
他
の
能

力

一

職
務
の
意
義
及
び
背
景
並
び
に
児
童
又
は
生
徒
の
課
題
を

理
解
し
て
指
導
計
画
を
作
成
し
、
創
意
工
夫
を
生
か
し
て
企

画
及
び
立
案
す
る
と
と
も
に
、
教
諭
等
に
対
し
て
助
言
及
び

支
援
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
。

二

他
の
教
職
員
、
家
庭
、
地
域
及
び
関
係
機
関
と
連
携
協
働

し
、
公
平
か
つ
公
正
な
姿
勢
で
職
務
を
遂
行
す
る
こ
と
が
で

き
る
。
向
上
心
を
持
ち
研
修
に
努
め
実
践
に
生
か
し
て
い
る
。

八

主
任
養

護
教
諭

一

学
校
運

営
力

一

主
任
養
護
教
諭
と
し
て
の
職
務
及
び
役
割
を
理
解
し
、
学

校
運
営
上
の
重
要
な
役
割
を
担
い
、
他
の
教
職
員
、
家
庭
、

地
域
及
び
関
係
機
関
に
適
切
に
対
応
し
て
校
務
を
処
理
す
る

と
と
も
に
、
教
諭
等
に
対
し
て
助
言
及
び
支
援
を
行
う
こ
と

が
で
き
る
。

二

主
幹
教
諭
を
補
佐
す
る
な
ど
、
職
責
に
対
す
る
自
覚
を
持

っ
て
主
任
養
護
教
諭
の
職
務
を
遂
行
し
、
他
の
教
職
員
、
家

庭
、
地
域
及
び
関
係
機
関
と
の
連
携
協
働
並
び
に
意
思
の
疎

通
を
図
る
と
と
も
に
、
主
任
養
護
教
諭
と
し
て
更
に
向
上
心

を
持
ち
研
修
に
努
め
実
践
に
生
か
し
て
い
る
。

二

保
健
管

理
に
関
す

る
能
力

一

専
門
的
な
知
識
及
び
技
能
を
活
用
し
、
学
校
保
健
に
対
す

る
意
義
及
び
背
景
を
理
解
し
て
、
保
健
室
経
営
案
を
作
成
し
、

健
康
状
況
の
把
握
及
び
管
理
を
行
う
と
と
も
に
、
教
諭
等
に

対
し
て
助
言
及
び
支
援
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
。

二

健
康
の
保
持
増
進
及
び
安
全
の
確
保
に
対
し
て
、
他
の
教

職
員
、
家
庭
、
地
域
及
び
関
係
機
関
に
適
切
に
対
応
す
る
と

と
も
に
、
研
修
に
努
め
実
践
に
生
か
し
て
い
る
。

三

保
健
教

育
に
関
す

る
能
力
そ

の
他
の
能

力

一

職
務
の
意
義
及
び
背
景
を
理
解
し
、
直
面
す
る
課
題
に
対

し
て
、
妥
当
な
判
断
を
下
し
、
対
応
す
る
と
と
も
に
、
教
諭

等
に
対
し
て
助
言
及
び
支
援
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
。

二

保
健
教
育
、
生
活
指
導
、
進
路
指
導
、
安
全
指
導
等
の
課

題
に
対
し
て
、
他
の
教
職
員
、
家
庭
、
地
域
及
び
関
係
機
関

と
連
携
協
働
し
て
取
り
組
む
と
と
も
に
、
向
上
心
を
持
ち
研

修
に
努
め
実
践
に
生
か
し
て
い
る
。

九

主
任
栄

養
教
諭

一

学
校
運

営
力

一

主
任
栄
養
教
諭
と
し
て
の
職
務
及
び
役
割
を
理
解
し
、
学

校
運
営
上
の
重
要
な
役
割
を
担
い
、
他
の
教
職
員
、
家
庭
、

地
域
及
び
関
係
機
関
に
適
切
に
対
応
し
て
校
務
を
処
理
す
る
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と
と
も
に
、
教
諭
等
に
対
し
て
助
言
及
び
支
援
を
行
う
こ
と

が
で
き
る
。

二

主
幹
教
諭
を
補
佐
す
る
な
ど
、
職
責
に
対
す
る
自
覚
を
持

っ
て
主
任
栄
養
教
諭
の
職
務
を
遂
行
し
、
他
の
教
職
員
、
家

庭
、
地
域
及
び
関
係
機
関
と
の
連
携
協
働
並
び
に
意
思
の
疎

通
を
図
る
と
と
も
に
、
主
任
栄
養
教
諭
と
し
て
更
に
向
上
心

を
持
ち
研
修
に
努
め
実
践
に
生
か
し
て
い
る
。

二

地
区
に

お
け
る
栄

養
教
諭
、

食
育
リ
ー

ダ
ー
等
の

支
援
に
関

す
る
能
力

一

専
門
的
な
知
識
及
び
技
能
を
活
用
し
、
地
区
に
お
け
る
食

育
推
進
の
意
義
及
び
背
景
を
理
解
し
た
上
で
、
地
区
内
の
状

況
を
把
握
及
び
管
理
し
、
栄
養
教
諭
へ
の
助
言
及
び
支
援
並

び
に
食
育
リ
ー
ダ
ー
等
へ
の
支
援
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
。

二

意
欲
的
に
地
区
に
お
け
る
食
育
推
進
に
取
り
組
み
、
他
の

教
職
員
、
家
庭
、
地
域
及
び
関
係
機
関
と
円
滑
な
連
携
協
働

を
図
る
と
と
も
に
、
教
材
及
び
指
導
法
の
開
発
を
行
う
な
ど

実
践
に
生
か
し
て
い
る
。

三

学
校
に

お
け
る
食

に
関
す
る

指
導
に
関

す
る
能
力

そ
の
他
の

能
力

一

食
に
関
す
る
指
導
、
生
活
指
導
及
び
進
路
指
導
の
意
義
並

び
に
背
景
を
理
解
し
、
児
童
又
は
生
徒
の
理
解
に
基
づ
き
、

学
級
担
任
、
教
科
担
任
等
と
連
携
を
図
り
な
が
ら
、
食
に
関

す
る
指
導
、
生
活
指
導
及
び
進
路
指
導
を
進
め
る
と
と
も
に
、

教
諭
等
に
対
し
て
助
言
及
び
支
援
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
。

二

責
任
を
持
っ
て
職
務
を
円
滑
に
遂
行
し
、
他
の
教
職
員
、

家
庭
、
地
域
及
び
関
係
機
関
と
の
連
携
協
働
並
び
に
意
思
の

疎
通
を
図
る
と
と
も
に
、
向
上
心
を
持
ち
研
修
に
努
め
実
践

に
生
か
し
て
い
る
。

四

学
校
に

お
け
る
給

食
の
管
理

に
関
す
る

能
力

一

専
門
的
な
知
識
及
び
技
能
を
活
用
し
、
学
校
給
食
の
意
義

及
び
背
景
を
理
解
し
、
児
童
又
は
生
徒
の
実
情
に
応
じ
た
献

立
を
作
成
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
児
童
又
は
生
徒
の
健
康
状

況
、
地
域
の
状
況
、
家
庭
環
境
等
を
把
握
し
、
状
況
に
応
じ

た
情
報
提
供
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
。
教
諭
等
に
対
し
て
助

言
及
び
支
援
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
。

二

他
の
教
職
員
、
家
庭
、
地
域
及
び
関
係
機
関
と
の
連
携
協

働
を
図
る
と
と
も
に
、
研
修
に
努
め
実
践
に
生
か
し
て
い
る
。

十

教
諭

一

学
習
指

導
力

一

専
門
的
な
知
識
及
び
技
能
を
活
用
し
、
直
面
す
る
学
習
指

導
上
の
課
題
に
対
し
て
、
適
切
な
指
導
計
画
を
作
成
し
、
解

決
方
法
を
見
い
だ
す
こ
と
が
で
き
る
。

二

児
童
又
は
生
徒
の
理
解
に
努
め
、
他
の
教
職
員
、
家
庭
、

地
域
及
び
関
係
機
関
と
連
携
協
働
し
て
、
課
題
解
決
に
取
り

組
ん
で
い
る
。
向
上
心
を
持
ち
教
材
の
研
究
及
び
開
発
に
努

め
実
践
に
生
か
し
て
い
る
。

二

生
活
指

導
力
及
び

進
路
指
導

力

一

児
童
又
は
生
徒
の
理
解
並
び
に
職
務
の
意
義
及
び
背
景
の

理
解
に
努
め
、
直
面
す
る
課
題
に
対
し
て
、
妥
当
な
判
断
を

下
し
、
指
導
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

二

生
活
指
導
等
の
課
題
に
対
し
て
、
他
の
教
職
員
、
家
庭
、

地
域
及
び
関
係
機
関
と
連
携
協
働
し
て
取
り
組
む
と
と
も
に
、

向
上
心
を
持
ち
研
修
に
努
め
実
践
に
生
か
し
て
い
る
。

三

学
校
運

営
力

一

運
営
上
の
課
題
並
び
に
分
掌
上
の
職
務
及
び
役
割
を
理
解

し
、
他
の
教
職
員
、
家
庭
、
地
域
及
び
関
係
機
関
に
適
切
に

対
応
し
て
校
務
を
処
理
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

二

責
任
を
持
っ
て
職
務
を
遂
行
し
、
他
の
教
職
員
、
家
庭
、

地
域
及
び
関
係
機
関
と
の
連
携
協
働
並
び
に
意
思
の
疎
通
を

図
る
と
と
も
に
、
向
上
心
を
持
ち
研
修
に
努
め
実
践
に
生
か

し
て
い
る
。

四

特
別
活

動
に
関
す

る
能
力
そ

の
他
の
能

力

一

職
務
の
意
義
及
び
背
景
並
び
に
児
童
又
は
生
徒
の
課
題
を

理
解
し
て
指
導
計
画
を
作
成
す
る
と
と
も
に
、
創
意
工
夫
を

生
か
し
て
企
画
及
び
立
案
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

二

他
の
教
職
員
、
家
庭
、
地
域
及
び
関
係
機
関
と
連
携
協
働

し
、
公
平
か
つ
公
正
な
姿
勢
で
職
務
を
遂
行
す
る
こ
と
が
で

き
る
。
向
上
心
を
持
ち
研
修
に
努
め
実
践
に
生
か
し
て
い
る
。

十
一

養
護

教
諭

一

保
健
管

理
に
関
す

る
能
力

一

専
門
的
な
知
識
及
び
技
能
を
活
用
し
、
学
校
保
健
に
対
す

る
意
義
及
び
背
景
を
理
解
し
て
、
保
健
室
経
営
案
を
作
成
す

る
と
と
も
に
、
健
康
状
況
の
把
握
及
び
管
理
を
行
う
こ
と
が

で
き
る
。

二

健
康
の
保
持
増
進
及
び
安
全
の
確
保
に
対
し
て
、
他
の
教

職
員
、
家
庭
、
地
域
及
び
関
係
機
関
に
適
切
に
対
応
す
る
と

と
も
に
、
研
修
に
努
め
実
践
に
生
か
し
て
い
る
。

二

保
健
教

育
に
関
す

る
能
力
そ

の
他
の
能

力

一

職
務
の
意
義
及
び
背
景
を
理
解
す
る
と
と
も
に
、
直
面
す

る
課
題
に
対
し
て
、
妥
当
な
判
断
を
下
し
、
対
応
す
る
こ
と

が
で
き
る
。

二

保
健
教
育
、
生
活
指
導
、
進
路
指
導
、
安
全
指
導
等
の
課

題
に
対
し
て
、
他
の
教
職
員
、
家
庭
、
地
域
及
び
関
係
機
関

と
連
携
協
働
し
て
取
り
組
む
と
と
も
に
、
向
上
心
を
持
ち
研

修
に
努
め
実
践
に
生
か
し
て
い
る
。

三

学
校
運

営
力

一

運
営
上
の
課
題
並
び
に
分
掌
上
の
職
務
及
び
役
割
を
理
解

し
、
他
の
教
職
員
、
家
庭
、
地
域
及
び
関
係
機
関
に
適
切
に

対
応
し
て
、
校
務
を
処
理
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
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二

責
任
を
持
っ
て
職
務
を
遂
行
し
、
他
の
教
職
員
、
家
庭
、

地
域
及
び
関
係
機
関
と
の
連
携
協
働
並
び
に
意
思
の
疎
通
を

図
る
と
と
も
に
、
向
上
心
を
持
ち
研
修
に
努
め
実
践
に
生
か

し
て
い
る
。

十
二

栄
養

教
諭

一

地
区
に

お
け
る
食

育
リ
ー
ダ

ー
等
の
支

援
に
関
す

る
能
力

一

専
門
的
な
知
識
及
び
技
能
を
活
用
し
、
地
区
に
お
け
る
食

育
推
進
の
意
義
及
び
背
景
を
理
解
し
た
上
で
、
地
区
内
の
状

況
を
把
握
及
び
管
理
し
、
食
育
リ
ー
ダ
ー
等
へ
の
支
援
を
行

う
こ
と
が
で
き
る
。

二

意
欲
的
に
地
区
に
お
け
る
食
育
推
進
に
取
り
組
み
、
他
の

教
職
員
、
家
庭
、
地
域
及
び
関
係
機
関
と
の
円
滑
な
連
携
協

働
を
図
る
と
と
も
に
、
教
材
及
び
指
導
法
の
開
発
を
行
う
な

ど
実
践
に
生
か
し
て
い
る
。

二

学
校
に

お
け
る
食

に
関
す
る

指
導
に
関

す
る
能
力

そ
の
他
の

能
力

一

食
に
関
す
る
指
導
、
生
活
指
導
及
び
進
路
指
導
の
意
義
並

び
に
背
景
を
理
解
し
、
児
童
又
は
生
徒
の
理
解
に
基
づ
き
、

学
級
担
任
、
教
科
担
任
等
と
連
携
を
図
り
な
が
ら
、
食
に
関

す
る
指
導
、
生
活
指
導
及
び
進
路
指
導
を
進
め
る
こ
と
が
で

き
る
。

二

責
任
を
持
っ
て
職
務
を
円
滑
に
遂
行
し
、
他
の
教
職
員
、

家
庭
、
地
域
及
び
関
係
機
関
と
の
連
携
協
働
並
び
に
意
思
の

疎
通
を
図
る
と
と
も
に
、
向
上
心
を
持
ち
研
修
に
努
め
実
践

に
生
か
し
て
い
る
。

三

学
校
に

お
け
る
給

食
の
管
理

に
関
す
る

能
力

一

専
門
的
な
知
識
及
び
技
能
を
活
用
し
、
学
校
給
食
の
意
義

及
び
背
景
を
理
解
し
、
児
童
又
は
生
徒
の
実
情
に
応
じ
た
献

立
を
作
成
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
児
童
又
は
生
徒
の
健
康
状

況
、
地
域
の
状
況
、
家
庭
環
境
等
を
把
握
し
、
状
況
に
応
じ

た
情
報
提
供
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
。

二

他
の
教
職
員
、
家
庭
、
地
域
及
び
関
係
機
関
と
の
連
携
協

働
を
図
る
と
と
も
に
、
研
修
に
努
め
実
践
に
生
か
し
て
い
る
。

十
三

専
修

実
習
助
手

一

実
験
、

実
習
等
に

関
す
る
能

力

一

専
門
的
な
知
識
及
び
技
能
を
活
用
し
、
直
面
す
る
指
導
上

の
課
題
に
対
し
て
、
妥
当
な
判
断
を
下
し
、
指
導
を
補
助
す

る
こ
と
が
で
き
る
。

二

生
徒
理
解
に
努
め
、
他
の
教
職
員
、
家
庭
、
地
域
及
び
関

係
機
関
と
連
携
協
働
し
て
、
課
題
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
向

上
心
を
持
ち
教
材
の
研
究
及
び
研
修
に
努
め
実
践
に
生
か
し

て
い
る
。

二

学
校
運

営
に
関
す

る
能
力
そ

一

運
営
上
の
課
題
並
び
に
専
修
実
習
助
手
と
し
て
の
分
掌
上

の
職
務
及
び
役
割
を
理
解
し
、
他
の
教
職
員
、
家
庭
、
地
域

及
び
関
係
機
関
と
連
携
協
働
し
、
適
切
に
担
当
す
る
校
務
を

の
他
の
能

力

処
理
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

二

職
責
に
対
す
る
自
覚
を
持
っ
て
職
務
を
遂
行
し
、
他
の
教

職
員
、
家
庭
、
地
域
及
び
関
係
機
関
と
連
携
協
働
す
る
と
と

も
に
、
専
修
実
習
助
手
と
し
て
更
に
向
上
心
を
持
ち
研
修
に

努
め
実
践
に
生
か
し
て
い
る
。

十
四

主
任

寄
宿
舎
指

導
員

一

生
活
指

導
力

一

児
童
又
は
生
徒
の
理
解
並
び
に
職
務
の
意
義
及
び
背
景
の

理
解
に
努
め
、
直
面
す
る
課
題
に
対
し
て
、
妥
当
な
判
断
を

下
し
、
指
導
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

二

生
活
指
導
等
の
課
題
に
対
し
て
、
他
の
教
職
員
、
家
庭
、

地
域
及
び
関
係
機
関
と
連
携
協
働
し
て
取
り
組
む
と
と
も
に
、

向
上
心
を
持
ち
研
修
に
努
め
実
践
に
生
か
し
て
い
る
。

二

行
事
に

関
す
る
能

力
そ
の
他

の
能
力

一

職
務
の
意
義
及
び
背
景
並
び
に
児
童
又
は
生
徒
の
課
題
を

理
解
し
て
指
導
計
画
を
作
成
す
る
と
と
も
に
、
創
意
工
夫
を

生
か
し
て
企
画
及
び
立
案
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

二

他
の
教
職
員
、
家
庭
、
地
域
及
び
関
係
機
関
と
連
携
協
働

し
、
公
平
か
つ
公
正
な
姿
勢
で
職
務
を
遂
行
す
る
こ
と
が
で

き
る
。
向
上
心
を
持
ち
研
修
に
努
め
実
践
に
生
か
し
て
い
る
。

三

学
校
運

営
力

一

運
営
上
の
課
題
並
び
に
主
任
寄
宿
舎
指
導
員
と
し
て
の
分

掌
上
の
職
務
及
び
役
割
を
理
解
し
、
他
の
教
職
員
、
家
庭
、

地
域
及
び
関
係
機
関
に
適
切
に
対
応
し
て
校
務
を
処
理
す
る

こ
と
が
で
き
る
。

二

職
責
に
対
す
る
自
覚
を
持
っ
て
職
務
を
遂
行
し
、
他
の
教

職
員
、
家
庭
、
地
域
及
び
関
係
機
関
と
の
連
携
協
働
並
び
に

意
思
の
疎
通
を
図
る
と
と
も
に
、
主
任
寄
宿
舎
指
導
員
と
し

て
更
に
向
上
心
を
持
ち
研
修
に
努
め
実
践
に
生
か
し
て
い
る
。

十
五

実
習

助
手

一

実
験
、

実
習
等
に

関
す
る
能

力

一

専
門
的
な
知
識
及
び
技
能
を
活
用
し
、
直
面
す
る
指
導
上

の
課
題
に
対
し
て
、
妥
当
な
判
断
を
下
し
、
指
導
を
補
助
す

る
こ
と
が
で
き
る
。

二

生
徒
理
解
に
努
め
、
他
の
教
職
員
、
家
庭
、
地
域
及
び
関

係
機
関
と
連
携
協
働
し
て
、
課
題
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
向

上
心
を
持
ち
教
材
の
研
究
及
び
研
修
に
努
め
実
践
に
生
か
し

て
い
る
。

二

学
校
運

営
に
関
す

る
能
力
そ

の
他
の
能

力

一

運
営
上
の
課
題
並
び
に
分
掌
上
の
職
務
及
び
役
割
を
理
解

し
、
他
の
教
職
員
、
家
庭
、
地
域
及
び
関
係
機
関
と
連
携
協

働
し
、
適
切
に
担
当
す
る
校
務
を
処
理
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

二

責
任
を
持
っ
て
職
務
を
遂
行
し
、
他
の
教
職
員
、
家
庭
、

地
域
及
び
関
係
機
関
と
連
携
協
働
す
る
と
と
も
に
、
向
上
心

を
持
ち
研
修
に
努
め
実
践
に
生
か
し
て
い
る
。
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十
六

寄
宿

舎
指
導
員

一

生
活
指

導
力

一

児
童
又
は
生
徒
の
理
解
並
び
に
職
務
の
意
義
及
び
背
景
の

理
解
に
努
め
、
直
面
す
る
課
題
に
対
し
て
、
妥
当
な
判
断
を

下
し
、
指
導
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

二

生
活
指
導
等
の
課
題
に
対
し
て
、
他
の
教
職
員
、
家
庭
、

地
域
及
び
関
係
機
関
と
連
携
協
働
し
て
取
り
組
む
と
と
も
に
、

向
上
心
を
持
ち
研
修
に
努
め
実
践
に
生
か
し
て
い
る
。

二

行
事
に

関
す
る
能

力
そ
の
他

の
能
力

一

職
務
の
意
義
及
び
背
景
並
び
に
児
童
又
は
生
徒
の
課
題
を

理
解
し
て
指
導
計
画
を
作
成
す
る
と
と
も
に
、
創
意
工
夫
を

生
か
し
て
企
画
及
び
立
案
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

二

他
の
教
職
員
、
家
庭
、
地
域
及
び
関
係
機
関
と
連
携
協
働

し
、
公
平
か
つ
公
正
な
姿
勢
で
職
務
を
遂
行
す
る
こ
と
が
で

き
る
。
向
上
心
を
持
ち
研
修
に
努
め
実
践
に
生
か
し
て
い
る
。

三

学
校
運

営
力

一

運
営
上
の
課
題
並
び
に
分
掌
上
の
職
務
及
び
役
割
を
理
解

し
、
他
の
教
職
員
、
家
庭
、
地
域
及
び
関
係
機
関
に
適
切
に

対
応
し
て
校
務
を
処
理
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

二

責
任
を
持
っ
て
職
務
を
遂
行
し
、
他
の
教
職
員
、
家
庭
、

地
域
及
び
関
係
機
関
と
の
連
携
協
働
並
び
に
意
思
の
疎
通
を

図
る
と
と
も
に
、
向
上
心
を
持
ち
研
修
に
努
め
実
践
に
生
か

し
て
い
る
。

別
表
第
二

一
の
部
三
の
項
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

三

組
織
運

営
力

一

リ
ー
ダ

ー
シ
ッ
プ

職
員
の
挑
戦
や
組
織
の
変
革
を
促
し
つ
つ
、

組
織
を
一
体
感
あ
る
も
の
に
ま
と
め
、
各
職
場

の
執
行
力
を
最
大
限
発
揮
さ
せ
る
よ
う
、
職
員

の
能
力
、
経
験
、
状
況
等
を
よ
く
把
握
し
、
的

確
な
業
務
配
分
を
行
う
と
と
も
に
、
適
時
適
切

な
助
言
、
進
行
管
理
等
を
行
っ
て
い
る
。

二

人
材
育

成

職
員
の
能
力
、
経
験
、
キ
ャ
リ
ア
意
識
等
を

踏
ま
え
、
困
難
な
業
務
に
挑
戦
さ
せ
る
な
ど
、

多
様
な
成
長
の
機
会
を
提
供
す
る
こ
と
に
よ
り
、

効
果
的
な
人
材
育
成
を
行
っ
て
い
る
。

三

組
織
及

び
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
の
活

性
化

職
場
の
上
司
、
部
下
、
庁
内
外
の
関
係
者
等

と
円
滑
か
つ
活
発
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を

図
っ
て
い
る
。
ま
た
、
職
員
の
自
主
性
及
び
意

欲
の
発
揮
並
び
に
関
係
部
署
と
の
連
携
を
促
し
、

各
職
場
の
執
行
力
を
最
大
化
さ
せ
る
組
織
づ
く

り
を
行
っ
て
い
る
。

四

良
好
な

職
場
風
土

の
醸
成

超
過
勤
務
の
縮
減
、
休
暇
取
得
の
促
進
、
ハ

ラ
ス
メ
ン
ト
の
防
止
、
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
を

徹
底
し
た
職
場
管
理
、
多
様
性
の
尊
重
な
ど
、

職
員
が
安
心
で
き
て
働
き
や
す
い
職
場
づ
く
り

に
取
り
組
ん
で
い
る
。

別
表
第
二

二
の
部
三
の
項
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

三

組
織
運

営
力

一

リ
ー
ダ

ー
シ
ッ
プ

職
員
の
挑
戦
や
組
織
の
変
革
を
促
し
つ
つ
、

組
織
を
一
体
感
あ
る
も
の
に
ま
と
め
、
職
員
の

能
力
を
最
大
限
発
揮
さ
せ
る
よ
う
、
個
々
の
能

力
、
経
験
、
状
況
等
を
よ
く
把
握
し
、
的
確
な

業
務
配
分
を
行
う
と
と
も
に
、
適
時
適
切
な
助

言
、
進
行
管
理
等
を
行
っ
て
い
る
。

二

人
材
育

成

職
員
の
能
力
、
経
験
、
キ
ャ
リ
ア
意
識
等
を

踏
ま
え
、
困
難
な
業
務
へ
の
挑
戦
、
研
修
及
び

自
己
啓
発
の
奨
励
な
ど
、
多
様
な
成
長
の
機
会

を
提
供
す
る
こ
と
に
よ
り
、
効
果
的
な
人
材
育

成
を
行
っ
て
い
る
。

三

組
織
及

び
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
の
活

性
化

職
場
の
上
司
、
部
下
、
庁
内
外
の
関
係
者
等

と
円
滑
か
つ
活
発
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を

図
っ
て
い
る
。
ま
た
、
職
員
の
意
見
や
ア
イ
デ

ア
を
積
極
的
に
取
り
入
れ
る
な
ど
、
職
員
の
自

主
性
及
び
意
欲
の
発
揮
並
び
に
関
係
部
署
と
の

連
携
を
促
し
、
職
員
の
能
力
発
揮
を
最
大
化
さ

せ
る
組
織
づ
く
り
を
行
っ
て
い
る
。

四

良
好
な

職
場
風
土

の
醸
成

個
々
の
職
員
の
状
況
に
応
じ
た
働
き
方
を
尊

重
し
、
超
過
勤
務
の
縮
減
及
び
休
暇
取
得
の
促

進
に
努
め
る
と
と
も
に
、
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
の
防

止
、
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
を
徹
底
し
た
職
場
管

理
、
多
様
性
の
尊
重
な
ど
、
職
員
が
安
心
で
き

て
働
き
や
す
い
職
場
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い

る
。

附

則

こ
の
規
則
は
、
令
和
六
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

訓

令
（
教
）
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◉
東
京
都
教
育
委
員
会
訓
令
第
四
号

教

育

庁

教

育

事

務

所

教

育

庁

出

張

所

事

業

所

都

立

高

等

学

校

都
立
中
等
教
育
学
校

都
立
特
別
支
援
学
校

都

立

中

学

校

都

立

小

学

校

東
京
都
教
育
委
員
会
デ
ジ
タ
ル
サ
ー
ビ
ス
開
発
・
運
用
規
程
（
令
和
五
年
東
京
都
教
育
委
員
会
訓
令

第
七
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

令
和
六
年
三
月
二
十
九
日

東
京
都
教
育
委
員
会

第
八
条
の
次
に
次
の
二
条
を
加
え
る
。

（
Ｄ
Ｘ
ア
ン
バ
サ
ダ
ー
の
設
置
）

第
八
条
の
二

課
に
Ｄ
Ｘ
ア
ン
バ
サ
ダ
ー
を
置
く
。
た
だ
し
、
教
育
長
が
Ｄ
Ｘ
ア
ン
バ
サ
ダ
ー
を
置
く

必
要
が
な
い
と
認
め
る
課
に
つ
い
て
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

２

Ｄ
Ｘ
ア
ン
バ
サ
ダ
ー
は
、
教
育
長
が
任
免
す
る
。
た
だ
し
、
都
立
学
校
に
置
く
Ｄ
Ｘ
ア
ン
バ
サ
ダ

ー
に
つ
い
て
は
校
長
が
指
定
す
る
事
務
職
員
を
も
っ
て
充
て
る
。

（
Ｄ
Ｘ
ア
ン
バ
サ
ダ
ー
の
職
務
）

第
八
条
の
三

Ｄ
Ｘ
ア
ン
バ
サ
ダ
ー
は
、
教
育
委
員
会
の
Ｄ
Ｘ
推
進
主
管
課
と
連
携
し
、
そ
の
所
属
す

る
課
に
お
け
る
次
の
事
項
を
取
り
扱
う
。

一

デ
ジ
タ
ル
サ
ー
ビ
ス
の
普
及
啓
発
に
関
す
る
こ
と
。

二

デ
ジ
タ
ル
サ
ー
ビ
ス
の
改
善
に
関
す
る
こ
と
。

三

前
二
号
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
デ
ジ
タ
ル
サ
ー
ビ
ス
の
推
進
に
関
し
必
要
な
こ
と
。

第
九
条
第
一
項
中
「
課
に
情
報
処
理
指
導
主
任
」
を
「
都
立
学
校
に
情
報
処
理
指
導
主
任
」
に
改
め
、

同
項
た
だ
し
書
を
削
り
、
同
条
第
二
項
中
「
教
育
長
」
を
「
企
画
調
整
担
当
部
長
が
別
に
定
め
る
者
の

中
か
ら
校
長
」
に
改
め
、
同
項
た
だ
し
書
を
削
る
。

第
十
条
中
「
課
」
を
「
都
立
学
校
」
に
改
め
る
。

附

則

こ
の
訓
令
は
、
令
和
六
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

◉
東
京
都
教
育
委
員
会
訓
令
第
五
号

教

育

庁

教

育

事

務

所

教

育

庁

出

張

所

事

業

所

東
京
都
教
育
庁
等
職
員
の
標
準
職
務
遂
行
能
力
を
定
め
る
規
程
（
平
成
二
十
八
年
東
京
都
教
育
委
員

会
訓
令
第
十
七
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

令
和
六
年
三
月
二
十
九
日

東
京
都
教
育
委
員
会

別
表
一
の
部
三
の
項
中
「
及
び
業
務
配
分
」
を
「
、
業
務
配
分
及
び
人
材
育
成
」
に
改
め
、
同
表
二

の
部
三
の
項
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

三

組
織
運

営
力

一

リ
ー
ダ

ー
シ
ッ
プ

職
員
の
挑
戦
や
組
織
の
変
革
を
促
し
つ
つ
、

組
織
を
一
体
感
あ
る
も
の
に
ま
と
め
、
各
職
場

の
執
行
力
を
最
大
限
発
揮
さ
せ
る
よ
う
、
職
員

の
能
力
、
経
験
、
状
況
等
を
よ
く
把
握
し
、
的

確
な
業
務
配
分
を
行
う
と
と
も
に
、
適
時
適
切

な
助
言
、
進
行
管
理
等
を
行
っ
て
い
る
。

二

人
材
育

成

職
員
の
能
力
、
経
験
、
キ
ャ
リ
ア
意
識
等
を

踏
ま
え
、
困
難
な
業
務
に
挑
戦
さ
せ
る
な
ど
、

多
様
な
成
長
の
機
会
を
提
供
す
る
こ
と
に
よ
り
、

効
果
的
な
人
材
育
成
を
行
っ
て
い
る
。

三

組
織
及

び
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
の
活

性
化

職
場
の
上
司
、
部
下
、
庁
内
外
の
関
係
者
等

と
円
滑
か
つ
活
発
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を

図
っ
て
い
る
。
ま
た
、
職
員
の
自
主
性
及
び
意

欲
の
発
揮
並
び
に
関
係
部
署
と
の
連
携
を
促
し
、

各
職
場
の
執
行
力
を
最
大
化
さ
せ
る
組
織
づ
く
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り
を
行
っ
て
い
る
。

四

良
好
な

職
場
風
土

の
醸
成

超
過
勤
務
の
縮
減
、
休
暇
取
得
の
促
進
、
ハ

ラ
ス
メ
ン
ト
の
防
止
、
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
を

徹
底
し
た
職
場
管
理
、
多
様
性
の
尊
重
な
ど
、

職
員
が
安
心
で
き
て
働
き
や
す
い
職
場
づ
く
り

に
取
り
組
ん
で
い
る
。

別
表
三
の
部
三
の
項
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

三

組
織
運

営
力

一

リ
ー
ダ

ー
シ
ッ
プ

職
員
の
挑
戦
や
組
織
の
変
革
を
促
し
つ
つ
、

組
織
を
一
体
感
あ
る
も
の
に
ま
と
め
、
職
員
の

能
力
を
最
大
限
発
揮
さ
せ
る
よ
う
、
個
々
の
能

力
、
経
験
、
状
況
等
を
よ
く
把
握
し
、
的
確
な

業
務
配
分
を
行
う
と
と
も
に
、
適
時
適
切
な
助

言
、
進
行
管
理
等
を
行
っ
て
い
る
。

二

人
材
育

成

職
員
の
能
力
、
経
験
、
キ
ャ
リ
ア
意
識
等
を

踏
ま
え
、
困
難
な
業
務
へ
の
挑
戦
、
研
修
及
び

自
己
啓
発
の
奨
励
な
ど
、
多
様
な
成
長
の
機
会

を
提
供
す
る
こ
と
に
よ
り
、
効
果
的
な
人
材
育

成
を
行
っ
て
い
る
。

三

組
織
及

び
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
の
活

性
化

職
場
の
上
司
、
部
下
、
庁
内
外
の
関
係
者
等

と
円
滑
か
つ
活
発
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を

図
っ
て
い
る
。
ま
た
、
職
員
の
意
見
や
ア
イ
デ

ア
を
積
極
的
に
取
り
入
れ
る
な
ど
、
職
員
の
自

主
性
及
び
意
欲
の
発
揮
並
び
に
関
係
部
署
と
の

連
携
を
促
し
、
職
員
の
能
力
発
揮
を
最
大
化
さ

せ
る
組
織
づ
く
り
を
行
っ
て
い
る
。

四

良
好
な

職
場
風
土

の
醸
成

個
々
の
職
員
の
状
況
に
応
じ
た
働
き
方
を
尊

重
し
、
超
過
勤
務
の
縮
減
及
び
休
暇
取
得
の
促

進
に
努
め
る
と
と
も
に
、
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
の
防

止
、
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
を
徹
底
し
た
職
場
管

理
、
多
様
性
の
尊
重
な
ど
、
職
員
が
安
心
で
き

て
働
き
や
す
い
職
場
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い

る
。

附

則

こ
の
訓
令
は
、
令
和
六
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

◉
東
京
都
教
育
委
員
会
訓
令
第
六
号

教

育

庁

教

育

事

務

所

教

育

庁

出

張

所

事

業

所

東
京
都
教
育
委
員
会
安
全
衛
生
管
理
者
等
設
置
規
程
（
昭
和
五
十
二
年
東
京
都
教
育
委
員
会
訓
令
第

七
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

令
和
六
年
三
月
二
十
九
日

東
京
都
教
育
委
員
会

第
一
条
中
「
安
全
衛
生
推
進
者
」
の
下
に
「
、
化
学
物
質
管
理
者
、
保
護
具
着
用
管
理
責
任
者
」
を

加
え
る
。

第
三
条
第
四
号
中
「
衛
生
管
理
者
、
安
全
衛
生
推
進
者
」
の
下
に
「
、
化
学
物
質
管
理
者
、
保
護
具

着
用
管
理
責
任
者
」
を
、
「
未
満
の
事
務
所
に
、
」
の
下
に
「
化
学
物
質
管
理
者
、
保
護
具
着
用
管
理

責
任
者
及
び
」
を
加
え
る
。

第
四
条
第
一
項
中
「
安
全
衛
生
推
進
者
」
の
下
に
「
、
化
学
物
質
管
理
者
、
保
護
具
着
用
管
理
責
任

者
」
を
加
え
、
同
項
第
七
号
た
だ
し
書
中
「
、
東
京
都
教
職
員
研
修
セ
ン
タ
ー
に
あ
つ
て
は
企
画
部
長

と
し
」
を
削
り
、
「
管
理
部
長
」
を
「
、
管
理
部
長
」
に
改
め
、
同
条
第
二
項
中
「
安
全
衛
生
推
進

者
」
の
下
に
「
、
化
学
物
質
管
理
者
、
保
護
具
着
用
管
理
責
任
者
」
を
加
え
る
。

第
七
条
第
一
項
及
び
第
八
条
中
「
安
全
衛
生
推
進
者
」
の
下
に
「
、
化
学
物
質
管
理
者
、
保
護
具
着

用
管
理
責
任
者
」
を
加
え
る
。

附

則

こ
の
訓
令
は
、
令
和
六
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

◉
東
京
都
教
育
委
員
会
訓
令
第
七
号

教

育

庁

教

育

事

務

所

教

育

庁

出

張

所

事

業

所
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東
京
都
教
育
委
員
会
労
働
安
全
衛
生
保
護
具
措
置
規
程
（
昭
和
五
十
七
年
東
京
都
教
育
委
員
会
訓
令

第
三
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

令
和
六
年
三
月
二
十
九
日

東
京
都
教
育
委
員
会

第
三
条
第
三
項
中
「
及
び
「
事
務
所
総
括
安
全
衛
生
管
理
者
」
を
「
、
「
事
務
所
総
括
安
全
衛
生
管

理
者
」
及
び
「
保
護
具
着
用
管
理
責
任
者
」
に
、
「
及
び
第
七
号
」
を
「
、
第
七
号
及
び
同
条
第
二

項
」
に
改
め
る
。

第
六
条
中
「
事
務
所
総
括
安
全
衛
生
管
理
者
」
の
下
に
「
及
び
当
該
事
務
所
の
保
護
具
着
用
管
理
責

任
者
」
を
加
え
、
「
庁
又
は
」
を
「
当
該
庁
又
は
」
に
改
め
、
「
具
体
的
事
項
」
の
下
に
「
（
保
護
具

着
用
管
理
責
任
者
に
あ
つ
て
は
、
労
働
安
全
衛
生
規
則
（
昭
和
四
十
七
年
労
働
省
令
第
三
十
二
号
）
第

十
二
条
の
六
に
定
め
る
職
務
に
関
す
る
も
の
に
限
る
。
）
」
を
加
え
る
。

附

則

こ
の
訓
令
は
、
令
和
六
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

◉
東
京
都
教
育
委
員
会
訓
令
第
八
号

教

育

庁

都

立

高

等

学

校

都
立
中
等
教
育
学
校

都
立
特
別
支
援
学
校

都

立

中

学

校

都

立

小

学

校

東
京
都
立
学
校
労
働
安
全
衛
生
保
護
具
措
置
規
程
（
平
成
六
年
東
京
都
教
育
委
員
会
訓
令
第
三
号
）

の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

令
和
六
年
三
月
二
十
九
日

東
京
都
教
育
委
員
会

第
三
条
第
三
項
中
「
及
び
「
総
括
安
全
衛
生
管
理
者
」
を
「
、
「
総
括
安
全
衛
生
管
理
者
」
及
び

「
保
護
具
着
用
管
理
責
任
者
」
に
、
「
及
び
第
四
号
」
を
「
、
第
四
号
及
び
同
条
第
二
項
」
に
改
め
る
。

第
六
条
中
「
総
括
安
全
衛
生
管
理
者
」
の
下
に
「
及
び
保
護
具
着
用
管
理
責
任
者
」
を
、
「
具
体
的

事
項
」
の
下
に
「
（
保
護
具
着
用
管
理
責
任
者
に
あ
っ
て
は
、
設
置
規
程
第
九
条
の
三
に
定
め
る
職
務

に
関
す
る
も
の
に
限
る
。
）
」
を
加
え
る
。

附

則

こ
の
訓
令
は
、
令
和
六
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

◉
東
京
都
教
育
委
員
会
訓
令
第
九
号

教

育

庁

都

立

高

等

学

校

都
立
中
等
教
育
学
校

都
立
特
別
支
援
学
校

都

立

中

学

校

都

立

小

学

校

東
京
都
立
学
校
安
全
衛
生
組
織
等
設
置
規
程
（
平
成
三
年
東
京
都
教
育
委
員
会
訓
令
第
十
三
号
）
の

一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

令
和
六
年
三
月
二
十
九
日

東
京
都
教
育
委
員
会

前
行
署
名
中
「
都

立

中

学

校
」
を
「
都

立

中

学

校

都

立

小

学

校
」
に
改
め
る
。

第
一
条
中
「
安
全
衛
生
推
進
者
」
の
下
に
「
、
化
学
物
質
管
理
者
、
保
護
具
着
用
管
理
責
任
者
」
を

加
え
る
。

第
三
条
第
二
号
中
「
産
業
医
、
安
全
衛
生
推
進
者
」
の
下
に
「
、
化
学
物
質
管
理
者
、
保
護
具
着
用

管
理
責
任
者
」
を
、
「
未
満
の
都
立
学
校
に
、
」
の
下
に
「
化
学
物
質
管
理
者
、
保
護
具
着
用
管
理
責

任
者
及
び
」
を
加
え
る
。

第
四
条
及
び
第
六
条
中
「
安
全
衛
生
推
進
者
」
の
下
に
「
、
化
学
物
質
管
理
者
、
保
護
具
着
用
管
理

責
任
者
」
を
加
え
る
。

第
九
条
の
次
に
次
の
二
条
を
加
え
る
。

第
九
条
の
二

化
学
物
質
管
理
者
は
、
労
働
安
全
衛
生
規
則
（
昭
和
四
十
七
年
労
働
省
令
第
三
十
二
号
。

以
下
「
省
令
」
と
い
う
。
）
第
十
二
条
の
五
に
定
め
る
職
務
を
行
う
も
の
と
す
る
。
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第
九
条
の
三

保
護
具
着
用
管
理
責
任
者
は
、
省
令
第
十
二
条
の
六
に
定
め
る
職
務
を
行
う
も
の
と
す

る
。

附

則

こ
の
訓
令
は
、
令
和
六
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

◉
東
京
都
教
育
委
員
会
訓
令
第
十
号

都

立

高

等

学

校

都
立
中
等
教
育
学
校

都
立
特
別
支
援
学
校

都

立

中

学

校

都

立

小

学

校

東
京
都
立
学
校
の
経
営
企
画
室
に
関
す
る
規
程
（
昭
和
六
十
一
年
東
京
都
教
育
委
員
会
訓
令
第
十

号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

令
和
六
年
三
月
二
十
九
日

東
京
都
教
育
委
員
会

別
表
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

別
表
（
第
三
条
関
係
）

一

高
等
学
校名

称

東
京
都
立
立
川
高
等
学
校

二

特
別
支
援
学
校

名

称

東
京
都
立
八
王
子
南
特
別
支
援
学
校

東
京
都
立
町
田
の
丘
学
園

東
京
都
立
光
明
学
園

附

則

こ
の
訓
令
は
、
令
和
六
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

告

示
（
教
）

◉
東
京
都
教
育
委
員
会
告
示
第
十
一
号

昭
和
四
十
五
年
東
京
都
教
育
委
員
会
告
示
第
十
三
号
（
東
京
都
公
立
小
学
校
、
中
学
校
、
義
務
教
育

学
校
及
び
中
等
教
育
学
校
前
期
課
程
の
学
級
編
制
基
準
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

令
和
六
年
三
月
二
十
九
日

東
京
都
教
育
委
員
会

表
小
学
校
の
項
中
「
第
五
学
年
及
び
」
を
削
る
。

附

則

こ
の
告
示
は
、
令
和
六
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。
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